
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：第 19 回さくら湖マラソン大会２km 親子ペアの部スタート）

● 第 19 回さくら湖マラソン大会が開催されました／三春町消防団春季検閲式が開催されました
　平成 29 年度町職員募集／国民健康保険税のお知らせ／福島県環境創造センターグランドオープン
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問い合わせ先
産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

—
 

城
下
町
の
賑
わ
い
を
求
め
て

　

５
月
下
旬
か
ら
６
月
５
日
ま
で
、
お
城
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
街
な
か

に
三
春
城
歴
代
藩
主
の
家
紋
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
ぼ
り
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
城
山
公
園
を
中

心
と
し
た
第
２
回
お
城
山
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
に
は
、
三
春
小
学
校
下
の
明
徳
門
の
開
門
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
様
子
を
一
目

見
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
開
門
式
後
、
一
夜
城
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、

城
山
頂
上
広
場
に
設
置
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
一
夜
城
が
、
暗
闇
の
な
か
に
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
に
は
、
城
山
公
園
広
場
を
舞
台
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
城
山
公
園
に
は
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

第
２
回 

お
城
山
ま
つ
り

１お城山まつり会場の様子 ２裃や和服姿でまつりの雰囲気を演
出 ３愛彩組（アイサイグミ）によるキッズダンス ４三春小学校
による太鼓演奏 ５三春舞団連によるステージ
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■ 

愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

三
春
城
の
藩
主
田
村
清
顕
公
の
娘
で
あ

り
、
幼
き
日
に
伊
達
政
宗
公
に
嫁
い
だ
愛
姫

の
里
と
し
て
、
三
春
町
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
こ
う
と
、
愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
期
間
は
、
５
月
初
旬
か
ら
下
旬
ま
で

と
期
間
が
短
か
っ
た
も
の
の
、
１
５
０
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
栁
田

み
ち
る
さ
ん
の
作
品
「
め
ご
み
ち
ゃ
ん
」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
お
城
山
ま
つ
り
や
商
工
会
関
連

の
事
業
で
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
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問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960、FAX62-3300

三春町公式チャンネル

■ 

明
徳
門
開
門
式

　

６
月
１
日
に

開
門
式
が
行
わ

れ
た
明
徳
門
は
、

現
在
は
三
春
小

学
校
の
校
門
と

し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

七
代
藩
主
秋
田

倩
季
（
よ
し
す

え
）
公
に
よ
り
、

藩
士
子
弟
の
教
育
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ

た
藩
講
所
（
正
道
館
）
の
表
門
で
あ
り
、
昭

和
二
十
二
年
、
三
春
町
の
教
育
文
化
を
象
徴

す
る
建
造
物
と
し
て
現
在
地
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。
移
設
後
、
門
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
、
開
門
式
に
先
立
ち
、
門
が

閉
じ
ら
れ
た
明
徳
門
は
、
貴
重
な
光
景
と
な

り
ま
し
た
。

■ 

一
夜
城
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

一
夜
城
と
し
て
建

設
さ
れ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
三

春
城
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
三
春
城
は
、
永

正
元
年
（
１
５
０
４
年
）
に
田
村
義
顕
公
に

よ
り
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
明
治
維
新

後
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
三
春
藩
主
の
居
城
と

な
り
、
別
名
「
舞
鶴
城
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

以
前
に
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
一
夜
城
が
建

設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
一
夜
城
建

設
は
、
36
年
ぶ
り
の
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果（
敬
称
略
）

▼ 

小
学
生
の
部

▽ 

金
賞　
高
橋 

愛
佳
里

▽ 

銀
賞　
佐
藤 　

萌

▽ 

銅
賞　
芳
賀 

麻
優

▼ 

中
学
生
の
部

▽ 

金
賞　
白
岩 

永
璃
子

▽ 

銀
賞　
渡
邉 

吏
音

▽ 

銅
賞　
佐
藤 

頌
奈

▼ 

高
校
生
・
一
般
の
部

▽ 

金
賞　
栁
田 

み
ち
る

▽ 

銀
賞　
村
上 

久
美
子

▽ 

銅
賞　
東
海
林 

剛
史

■ 

お
城
山
ま
つ
り
を
終
え
て

　

今
年
の
「
お
城
山
ま
つ
り
」
は
、
目
玉
の

企
画
で
あ
る
一
夜
城
が
、
６
月
１
日
の
明
徳

門
開
門
式
後
の
点
灯
式
を
経
て
６
日
ま
で
、

お
城
山
に
燦
然
と
光
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
輝
き
を
見
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
驚
き
、

そ
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
他
、
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
愛

姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
時
代
絵
巻
コ
ス

プ
レ
、
お
城
山
で
一
献
等
、
新
し
い
企
画
も

盛
り
沢
山
で
、
５
日
の
お
城
山
ま
つ
り
大
宴

会
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で「
第

２
回
お
城
山
ま
つ
り
」
も
大
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
一
方
な
ら
ぬ

努
力
の
賜
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
「
お
城
山
ま
つ
り
」
が
長
く
続

く
「
お
ま
つ
り
」
と
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後

と
も
皆
様
方
の
お
力
添
え
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　明徳門開門式の様子とお城山
まつりをイメージしたみはるの
ハルミーゴ第３話を公式チャン
ネルで配信していますので、ご覧ください。

開門式の様子

最優秀賞受賞者のあいさつ

めごみちゃん

お城山まつり実行委員会
増子博保委員長



　

第
19
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月
12
日
、
中
郷
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し

て
開
催
さ
れ
、
１
４
５
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
18
部
門
に
分
か
れ
て
完
走
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
、

さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
精
一
杯
の
走
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選
手
に
は
三
春
町
長
賞
、
親
子
の
部
門
の
ト
ッ
プ

に
は
議
長
賞
、中
学
生
の
部
門
の
町
内
ト
ッ
プ
の
選
手
に
は
下
重
庄
三
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第
19
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　

５
月
29
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
三
春
町

消
防
団
春
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
、団
員
３
１
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
、
大
隊
の
編
成
を
行
っ
た
後
、
町
長
、
団
長
に
よ
る

通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
後
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ポ
ン
プ
車
操
法
が
行
わ
れ
、

消
防
団
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
第
６
回
福
島

県
消
防
協
会
田
村
支
部
消
防
操
法
大
会
に
三
春
町
を
代
表
し
て
出
場

す
る
沢
石
分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）、
岩
江
分
団
（
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
）
の
披
露
で
は
多
く
の
声
援
が
わ
き
お
こ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
町
長
表
彰
と
し
て
、
火
災
の
初
期
消
火
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
菊
地
和
裕
さ

ん
に
感
謝
状
が
、
16
名
の
団
員
に
優
良
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
長
表
彰
と
し
て
、
10
名
の
団
員
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
に
は
、
地
域
や
職
場
の
ご
理
解
、
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
春
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
開
催

沢石分団の選手の皆さん 岩江分団の選手の皆さん

通常点検のようす 感謝状を送られた菊池和裕さん

▼ 

三
春
町
長
賞

▽ 

小
学
５・６
年
生

・
男
子　
大
内
悠
矢

　
（
三
春
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
女
子　
佐
久
間
彩
女

　
（
三
春
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽ 

小
学
３・４
年
生

・
男
子　
笹
島
大
我

　
（
三
春
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

・
女
子　
橋
本
遥
珂

　
（
三
春
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▼ 

三
春
町
議
会　
議
長
賞

▽ 

親
子
ペ
ア

　

 

小
野
寺
浩
亀
・
佳
音

▼ 

下
重
庄
三
賞

▽ 

中
学
生

・
男
子　
鈴
木
涼
太
（
三
春
中
）

・
女
子　
渡
邊
凜
（
三
春
中
）

5 ㌔メートル男女一斉にスタート 春田大橋をバックにかける選手たち

選手宣誓をする鈴木涼太さん
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　平成 29 年度町職員採用候補者試験（高校卒程度）を行います。受験を希望される方（身体障害者手帳の交付を
受けている方を含みます。）は、町役場備え付けの申込書により期日までお申し込みください。部活動経験者の応
募を歓迎します。申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。
※ 詳細は、ホームページまたは、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
▼ 募集区分・職種など

平成 29 年度町職員を募集します

採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

７月13日（水）～ ８月１2日（金）
郵送の場合は、８月１0日（水）までの消印のあるものに限ります。

高校卒程度

昭和52年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた者。ただし、大学を卒業した者
または平成29年３月までに大学を卒業する見込みの者は除く。（学歴は問いません。）

：１１月下旬頃
（日程については、第１次試験合格通知の際、お知らせします。）
：三春町役場
：小論文、適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場
試験内容
そ の 他

試 験 日

試験会場
試験内容

：９月18日（日）
：小野町多目的研修集会施設（田村郡小野町大字小野新町字中通２番地）
：教養試験、一般性格診断検査、職場適応性検査
：福島県町村会の統一試験により実施します。

一般事務
１名程度

申込・問い合わせ先　総務課庶務グループ　☎ 62-2111、FAX61-1110

７
月
10
日
（
日
）
投
票　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

★ 

投
票
に
つ
い
て

　

投
票
入
場
券
を
持
参
し
て
、
入
場
券
に
書

か
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
を
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。

▼ 

投
票
の
順
序

▽ 

福
島
県
選
出
議
員
選
挙　

候
補
者
の
氏

　

名
を
書
き
ま
す
。

▽ 

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙　

候
補
者
の

　

氏
名
ま
た
は
政
党
名
称
若
し
く
は
略
称
を

　

書
き
ま
す
。

★ 

投
票
で
き
る
方

▽ 

平
成
10
年
７
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽ 

平
成
28
年
３
月
21
日
ま
で
に
三
春
町
へ

　

転
入
届
を
提
出
し
た
方
は
、
三
春
町
で
投

　

票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
３
月

　

22
日
以
降
に
届
出
を
し
た
方
は
、
前
に
住

　

ん
で
い
た
市
町
村
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽ 

日
本
国
民
で
あ
る
方

★ 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　

投
票
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 
場
所
お
よ
び
日
時

◎ 

三
春
町
役
場
（
３
階
期
日
前
投
票
所
）

○ 

期
間　
６
月
23
日（
木
）〜
７
月
９
日（
土
）

○ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◎ 

岩
江
セ
ン
タ
ー

○ 

期
間　
６
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

　

７
月
２
日
（
土
）、３
日
（
日
）、９
日
（
土
）

○ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎ 

田
村
高
校
同
窓
会
館

○ 

期
間　
７
月
４
日
（
月
）、
７
日
（
木
）

○ 

時
間　
午
後
３
時
〜
午
後
６
時

※ 

選
挙
公
報
に
つ
い
て
は
、
郵
送
で
町
内

　

各
戸
へ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
１

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０
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◆ 低所得者に対する軽減
　世帯主および被保険者の平成 27 年中の所得の合計が下記の判定所得以下の場合、均等割及び平等割が軽減（２割・
５割・７割）されます。（申請は不要ですが、申告をしている必要があります）
　なお、法改正に伴い、軽減判定所得の範囲が拡大されました。

問い合わせ先　税務課　課税グループ（国保税）☎ 62-8127、FAX62-5155
　　　　　　　保健福祉課　国保医療グループ（医療費給付）☎ 62-3166、FAX62-5110

　国民健康保険税には次の軽減、減免制度があります。
◆ 非自発的失業者に対する軽減措置
　倒産、解雇、雇い止め等により 65 歳になる前に失業した場合、失業の日の翌日の属する年度からその翌年度末
までの間、前年の給与所得を 30/100 として国保税を計算します。
◇ 対象者　平成 21 年３月 31 日以降に離職し、ハローワーク発行の雇用保険受給資格者証にある離職理由コード
　が以下に該当する方です。
◇ 申請方法　国民健康保険証、雇用保険受給資格者証及び印鑑を持参のうえ、税務課窓口で申請してください。

国民健康保険税の軽減・減免

◆ 後期高齢者医療への移行に対する措置
◇ 平等割の軽減
　国保から後期高齢者医療に移行した方の世帯で、残った国保加入者が一人になる場合は、５年間は平等割の税額
の１／２を軽減、５年を経過した後３年間は１／４を軽減されます。（申請不要）
◇ 旧社会保険被扶養者への軽減
　職場の健康保険（国保組合除く）から後期高齢者医療に移行したため、その方の被扶養者だった 65 歳以上 75
歳未満の方が国保に加入した場合、所得割が全額免除され、均等割が半額に軽減されます。さらに国保加入した方
が全員 65 歳以上の場合、平等割も半額になります。（申請必要）

軽減割合

330,000円以下

330,000円＋（265,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（480,000円×被保険者数）以下

７割軽減

５割軽減

2割軽減

平成28年度軽減判定所得（改正後） 平成27年度軽減判定所得

330,000円以下

330,000円＋（260,000円×被保険者数）以下

330,000円＋（470,000円×被保険者数）以下

　高齢化の急速な進行や医療技術の高度化、生活習慣病の増加等により、医療費が増大する一方、景気低迷による
所得の減少で保険税収入が伸び悩むなど、国民健康保険事業は厳しい状況のもとでの運営を余儀なくされています。
この状況を改善するためには、増大する医療費を抑えていく必要がありますので、次の６つの点に心がけて医療費
の節約に取り組みましょう。
① はしご受診はやめましょう。
② 診療時間内にかかりましょう。
③ かかりつけ医をもちましょう。
④ かかりつけ薬局を決めましょう。
⑤ ジェネリック医薬品への変更を考えてみましょう。
⑥ 年に 1 度は健康診断を受けましょう。

医療費を抑えるために

１１　　　１２　　　２１　　　２２　　　３１　　　３２

対象者

特定受給資格者（倒産・解雇）

特定理由離職者（雇い止め） ２３　　　３３　　　３４　　　　　　

離職理由コード
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平成 28 年度国民健康保険税のお知らせ
　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えて加入者（被保険者）がお金（国保税）を出し合って医療費などに
あてる「助け合いの医療保険制度」です。
　国保財政は国・県の補助金や負担金、町からの繰入金等に加えて、加入者皆さんの国保税を財源に運営しています。

◆ 国民健康保険税の計算
　国保税は、加入者全員に課税される国保医療分・後期高齢者医療支援分と、40 歳から 64 歳までの方に課税さ
れる介護分の３区分からなり、それぞれの区分ごとに所得割・均等割・平等割を計算した額を合計しています。（上
記表の①と②は、加入者ごとに計算します。）
また、年度の途中で資格の異動があった場合は、月割りで計算いたします。

◆ 国民健康保険税の納税通知
　国保税は世帯主に課税されます。世帯主が国保に加入していない場合（社会保険や後期高齢者医療）でも世帯主
宛に納税通知書が送付されます。当初の決定は７月中旬になります。

　納付方法は、普通徴収または特別徴収となります。
◆ 普通徴収（納付書または口座振替）
　７月から翌年３月まで９期に分けて納付していただきます。
◇ 納付書払いのとき
　 東邦銀行・福島さくら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行・役場・
コンビニエンスストアのいずれかで納めることができます。
◇ 口座振替のとき
　 東邦銀行・福島さくら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行
のいずれかの口座から引き落としが可能です。新たに希望す
る場合は各銀行または役場にて申込みが必要です。

◆ 特別徴収（年金からの引き落とし）
　 次のすべてに該当する方は、自動的に年金引落としが開
始されます。
◇ 世帯主が国保に加入していること。
◇ 世帯内の国保加入者全員が 65 歳から 74 歳であること。
◇ 引き落としの対象年金が年 18 万円以上あり、国保税と介護
　保険料を合算した額が、年金額の 2 分の１を超えないこと。
※要件から外れた場合は、普通徴収に変更されます。
※年金引落しから口座振替への変更を希望する場合は、税
　務課窓口にて申込みが必要です。

65～74歳

国保被保険者国保被保険者
（世帯主）

会社の健康保険
などの被保険者

会社の健康保険
などの被保険者

◆ 世帯内の国保被保険者が全員65歳～74歳の場合 ◆
（ただし、世帯主も国保保険者の場合に限る）

国保の保険税が世帯主の年金から引き落としになります

例：世帯がこのような場合

国民健康保険税の納付

◆ ～特別徴収（年金引落し）の例～
○ 昨年 10 月以降、年金引落しが継続→４月・
　６月・８月は仮徴収、10 月以降が本徴収とな
　ります。
○ 今年の 10 月から年金引落しが開始→７月・
　８月・９月は普通徴収で納付し、10 月以降年
　金引落し。

◆ 平成 28 年度の国保税率
　今年度の国保税率については、資産割が廃止され、①所得割・②均等割・③平等割の３つになりました。
　また、医療分・後期高齢分の課税限度額は、法改正に伴い下表のとおり引上げとなります。

国保税の項目

加入者の所得に応じて計算

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

年税額の課税最高額

医療分
（加入者全員）

後期高齢分
（加入者全員）

介護分
（40～64歳）

7.90%

年額 21,600円

年額 24,400円

54万円（52万円）

2.10%

年額 6,900円

年額 5,400円

19万円（17万円）

2.85%

年額 8,000円

年額 7,400円

16万円

① 所得割

② 均等割

③ 平等割

課税限度額

※課税限度額の（　）内の数字は、前年度の金額です。
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交流棟「コミュタン福島」って、なに？

環境創造シアター

放射線見える化ウォール

ふくしま環境創造タウン

ふくしまの歩み年表

環境創造へ向けて「自分ができ
ること」「みんなでできること」
への意識を醸成する展示エリア

原子力発電所の事故からの福
島の歩みを伝える全体の導入
展示エリア

ふくしまの今を知ってもらう
展示のエリア

ふくしまの環境のいま

福島の環境の未来像を全球型
映像で体感し、来館者が共有
するシアター

「知る」「測る」「身を守る」「除
く」という４つのテーマで、
体験を通して放射線について
学ぶ展示エリア

環境創造ラボ

ふくしまの 3.11 から

環境創造シアター

放射線ラボ

　コミュタン福島は、子どもたち・県民とともに福島の未来を創造する “対話と共創の場” をコンセプトとした展
示見学施設です。
　放射線や環境問題に関して、展示や体験プログラムを通して身近な視点から正しく知るとともに、県民がそれぞ
れの立場から福島の未来を考え、創り、発信するきっかけとなる場を目指しています。たくさんの方々に来て、見て、
体験していただきたいと考えています。

問い合わせ先　福島県環境創造センター 総務企画部 企画課 ☎ 61-6128　FAX61-6119
　　　　　　　住民課 生活環境グループ ☎ 62-2147　FAX62-5155

　環境創造センターは、福島県の環境の回復・創造に向けた拠点として、福島県が整備してきたものです。
　昨年、本館が開所しましたが、この度、国の研究機関が入る研究棟、展示施設となる交流棟「コミュタン福島」
を含めた全館がグランドオープンすることになりました。
　オープンを記念し、７月 23 日（土）、24 日（日）に、グランドオープン記念イベントを開催します。
　飲食ブースや楽しいイベントをたくさん用意してお待ちしておりますので、皆さま、ぜひお越しください。

福島県環境創造センター
グランドオープン！



三春町大字下舞木（しももうぎ）字岩本（いわもと）地内
６区画
JR 磐越東線「舞木駅（郡山駅より１駅目）」より約 1.1 km
磐越自動車道「郡山東 IC」より約 2.4 km
町立岩江小学校まで約 100 m
町立岩江中学校まで約 700 m
町立三春病院まで約 7.5 km
三春町上水道（宅地内引込済）
三春町下水道（農業集落排水、公共マス宅地内設置済）
戸別プロパン対応（戸別申込）
東北電力

三春町大字上舞木（かみもうぎ）字戸ノ内（とのうち）地内
１区画
JR 磐越東線「舞木駅（郡山駅より１駅目）」より約 800 ｍ
磐越自動車道「郡山東 IC」より約 5．5 km
町立岩江小学校まで約 600 ｍ
町立岩江中学校まで約 700 ｍ
町立三春病院まで約 8 km
三春町上水道（宅地内引込済）
合併浄化槽
戸別プロパン対応（戸別申込）
東北電力
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岩本住宅団地概要

戸ノ内分譲地概要

問い合わせ先　企業局　水道・宅造グループ　☎ 62-2500、FAX62-2666

　町では、岩本住宅団地の分譲と定期借地及び戸ノ内地内の分譲を実施しております。
　各分譲地の概要は次のとおりです。

三 春 町  分譲地のご案内

所 在 地
分譲区画
交通機関

公共施設

医療施設
上 水 道
雑 排 水
ガ　 ス
電　 気

所 在 地
分譲区画
交通機関

公共施設

医療施設
上 水 道
雑 排 水
ガ ス
電 気

岩本住宅
団地

（６区画）
100万円

50年
期間満了時に更地

にして返還

分譲地名

11,900円
～

15,900円

賃貸借料（月額）

約341㎡（約103坪）
～

約455㎡（約137坪）

地積 保証金 期間

岩本住宅
団地

（６区画）

分譲地名

9,138千円
～

12,418千円

7.9万円
～

9.5万円

分譲価格

約341㎡（約103坪）
～

約455㎡（約137坪）

地積 坪単価

戸ノ内
分譲地

（１区画）

分譲地名

5,659千円 7.5 万円

分譲価格

約248㎡（約75坪）

地積 坪単価

岩本住宅団地の分譲価格

戸ノ内分譲地の分譲価格

岩本住宅団地の借地料

※ 岩本住宅団地には各奨励金等制度があります。
　「三春町住宅建築奨励金」、「三春町東日本大震災被災者に係る分譲地購入助成金」、「三春町
　住宅団地分譲販売あっせん報奨金」
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健康運動指導士による健康保持運動の活動中

岩江地区

▼ 
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・
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会
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０

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以上
の元気な方が各地区に集まり、健康維持のた
め、運動や口腔、栄養の指導を専門の先生に
行っていただいております。
　岩江地区は女性 25 名、男性６名が岩江地
区防災コミュニティセンターで行っていま
す。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
し
込
み
は
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話

で
も
可
能
で
す
。
見
学
は
随
時
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だ
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。

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

曜日地区 会場 開催日
4・11・25日

5・12・19・26日

6・13・20・27日

7・14・21・28日
1・8・15・22日
1・8・15・29日

「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

※ 18 日（月）は祝日のためお休みです。
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　介護保険施設やショートステイを利用する場合の
食費・部屋代については、ご本人による負担が原則
ですが、低所得の方（世帯全員が住民税非課税の方）
については、申請により負担軽減を行っています。
▶ 変更内容
　これまで、食費・部屋代の利用者負担段階を
判定する際には、ご本人の合計所得金額と課税
年金（老齢年金等）収入の合計額が対象になっ
ていましたが、平成 28 年８月からは、それに
加え非課税年金（遺族年金・障害年金等）収入
も含めた合計額で判定することになります。

介護保険に関するお知らせ

・生活保護受給者
・世帯全員（世帯分離している配偶者を含む）が住民税非課税の老齢福祉年金受給者第１段階

第２段階

対 象 者

第３段階

第４段階
・住民税課税世帯　　　　
・世帯分離している配偶者が住民税課税　　
・預貯金等の金額が一定額を超える方（単身：1,000万円、夫婦：2,000万円）

利用者負担
段階

世帯全員（世
帯分離してい
る配偶者を含
む）が住民税
非課税

かつ、被保険者ご本人の合計所得金額＋課税年金収入額＋非課税年金収入額が年間８０
万円以下で、かつ預貯金等の金額が一定額以下の方（単身：1,000 万円、夫婦：2,000 万円）

かつ、被保険者ご本人の合計所得金額＋課税年金収入額＋非課税年金収入額が年間８０
万円を超え、かつ預貯金等の金額が一定額以下の方（単身：1,000 万円、夫婦：2,000 万円）

◆ 利用者負担段階 ( 下線部分が変更 )

※ 現在、利用者負担段階が第２段階の方のうち、非課税年金を一定額
受給されている方は第３段階になる場合があります。

問い合わせ先　保健センター　☎ 62-3166、FAX62-5110

○ 「介護保険負担割合証」を交付します
　これまで、介護サービスを利用した時の利用者負担割合は一律１割でしたが、平成 27 年８月から、65 歳以上
で一定以上の所得がある方については２割負担となりました。
　これにより、利用者負担割合（１割または２割）が記載された「介護保険負担割合証」を、要支援・要介護認定
を受けている方全員に交付します。介護サービスを利用する際には、「介護保険被保険者証」に「介護保険負担割合証」
を添えて、介護サービス事業者や施設に提示してください。
▼ 負担割合が２割になるのは、次の（１）（２）の両方にあてはまる方です 

65 歳以上の方で
（１）介護サービスを利用しているご本人の合計所得金額が 160 万円以上
（２）同一世帯の 65 歳以上の方（ご本人含む）の「年金収入＋その他の合計所得金額」が、
　① 単身 280 万円以上、② ２人以上 346 万円以上の場合
※ 負担割合証は７月下旬に郵送します。
※ 40 歳以上 64 歳未満で要支援・要介護認定を受けている方は、一律１割負担のまま変更ありません。

○ 介護保険施設等利用時の食費・部屋代の負担軽減判定要件が変わります



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
︵
個
人
番
号
カ
ー
ド
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
交
付
の
準
備
が
で
き
た
方
宛
て
に
、

交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、
お
電
話
で

ご
予
約
の
上
、
住
民
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
交
付
は
、
日
曜
窓
口
で
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
（
第
３
土
曜
日
に
続
く
日
曜

日
は
除
く
）、
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

▼ 

役
場
や
特
設
会
場
で
申
請
さ
れ
た
方
へ

　

役
場
や
特
設
会
場
で
申
請
し
、
本
人
確
認

が
で
き
た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

簡
易
書
留
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
郵
便
局
か

ら
の
不
在
通
知
書
が
投
函
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
郵
便
局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が
過
ぎ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
役
場
へ
返
戻
さ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
住
民
課
窓
口
ま
で
直

接
取
り
に
来
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

申
請
し
た
の
に
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
が
届
か
な
い
方
へ

　

申
請
書
を
送
付
し
て
か
ら
、
不
備
が
無
け

れ
ば
２
か
月
ほ
ど
で
交
付
通
知
書
が
届
き
ま

す
。

　

申
請
し
た
の
に
交
付
通
知
書
が
届
か
な
い

方
は
、
申
請
書
に
不
備
が
あ
っ
て
、
受
付
さ

れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
手
数

で
す
が
、
住
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
、

不
正
な
勧
誘
、
個
人
情
報
の
取
得
の
情
報
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、

訪
問
等
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、
国
や
地
方

　

自
治
体
が
、
口
座
番
号
や
口
座
の
暗
証
番

　

号
、
所
得
や
資
産
情
報
、
家
族
構
成
や
年

　

金
・
保
険
の
情
報
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

　

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
金
や

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
、
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
一
切

　

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
電
話
や
手
紙
、

　

訪
問
に
は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
、
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
の
配
送
で
、
配
達
員
が
代
金

　

を
請
求
し
た
り
、
口
座
番
号
な
ど
の
情
報

　

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽ 

「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
貸

　

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
依
頼
は
詐
欺
の

　

手
口
で
す
。
個
人
情
報
等
は
教
え
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

夏
季
企
画
展
と
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、「
近
現
代
の
考
古
学
〜
街
の
中
を
掘
っ
て
み
る
と
〜
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

街
の
中
を
発
掘
調
査
す
る
と
、
明
治
か
ら
昭
和
の
建
物
や
上
下
水
道
の
跡
、
陶
磁
器
や
ガ

ラ
ス
瓶
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
土
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
職
人
た
ち
が
手
作
り
し
て
い
た
モ
ノ

か
ら
、
工
場
で
規
格
・
画
一
化
さ
れ
大
量
生
産
さ
れ
る
モ
ノ
へ
と
、
１
５
０
年
の
時
間
の
中

で
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
の
進
歩
か
ら
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
や
戦
争
の
影
響
な
ど

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
の
体
験
講
座
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
７
月
16
日（
土
）〜
８
月
28
日（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼ 

休
館
日　
７
月
19
日
、
25
日
以
降
の
月
曜
日

▼ 

入
館
料　
一
般
・
大
学
生
３
０
０
円
、

　

小
中
高
校
生
１
５
０
円

※ 

期
間
中
、
町
内
の
小
中
学
生
は
、
無
料

　

で
入
館
で
き
ま
す
。

▼ 

体
験
講
座
な
ど

▽ 

展
示
解
説　
７
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
、

　

８
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時
・
入
館
料
が

　

必
要
で
す
。

▽ 

拓
本
を
と
ろ
う
（
江
戸
時
代
の
柄
鏡
の

　
模
様
を
拓
本
に
と
り
ま
す
）

　

７
月
23
日
（
土
）、
８
月
３
日
（
水
）

午
前
10
時
、
午
後
２
時
・
無
料

▽ 

土
面
を
作
ろ
う
（
粘
土
で
縄
文
風
の
お

　
面
を
作
り
ま
す
）

　

７
月
27
日
（
水
）、30
日
（
土
）
午
前
10
時
、

午
後
２
時
・
材
料
代
２
０
０
円

▽ 

縄
文
土
器
を
作
ろ
う
（
粘
土
で
縄
文
土

　
器
を
作
り
ま
す
）

　

８
月
10
日
（
水
）、11
日
（
木
）
午
前
10
時
、

午
後
２
時
・
材
料
代
２
０
０
円
よ
り

▽ 

ま
が
玉
を
作
ろ
う
（
滑
石
を
削
っ
て
首

　
飾
り
を
作
り
ま
す
）

　

７
月
27
日
（
水
）、
30
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
12
時
、
午
後
２
時
〜
４
時
・
材
料
費

２
０
０
円

▽ 

火
お
こ
し
を
し
て
み
よ
う
（
ま
い
ぎ
り

　
式
で
火
を
お
こ
し
ま
す
）

　

７
月
27
日
（
水
）、
30
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
12
時
、
午
後
２
時
〜
４
時
・
無
料

※ 

土
面
と
縄
文
土
器
作
り
は
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

※ 

土
面
と
縄
文
土
器
は
、
乾
燥
後
に
野
焼

き
を
し
ま
す
の
で
、
完
成
品
の
引
渡
し
は

秋
に
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３

戦時中の代用缶詰「防衛食」
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　地域密着型サービスとは、認知症高齢者や中重度の要介護高齢者などが、
出来る限り住み慣れた地域での生活が継続できるようにと提供される介護
保険サービスで、原則として町内の方が利用できるサービスです。
　５月 23 日には、グループホームと小規模多機能型居宅介護事業を併設
した事業所「は～とらいふ三春」が、ＪＡ福島さくらにより開所しました。
この施設整備等には、福島県地域医療介護総合確保基金事業補助金が活用
されています。
　また、今年４月より、定員 18 名以下の小規模な通所介護（デイサービス）
の２事業所も、地域密着型サービスに変更されています。
　平成 28 年６月現在の町内にある地域密着型サービス事業所は、次のとお
りとなっています。なお、ご利用などについては、各事業所へ直接お問い
合わせください。

地域密着型サービス事業所のお知らせ

◆ グループホーム
　認知症の利用者が共同で生活しながら、家庭的な環境と地域との交流の下で、食事や入浴などの生活支援や機能
訓練などのサービスを受けるところです。要支援２以上の方が利用できます。

なごみの里グループホーム

グループホームみはる

熊耳字上荒井82-1 62-1777 62-1777

グループホームほほえみ

グループホームは～とらいふ三春

字一本松26

字小浜海道38-4

平沢字担橋140-3

62-0211

62-1311

61-6541

62-0211

62-1311

61-6542

定　員事業所名

９名

場　所 FAX番号電話番号

18名

18名

９名

◆ 特別養護老人ホーム
　常に介護を必要とする方が入所し、食事や入浴などの生活支援のほか、機能訓練や療養上の世話などのサービス
を受けるところです。原則として、要介護３以上の方が入所できます。

特別養護老人ホームほほえみの里 熊耳字神山287 61-5622 61-5623

定　員事業所名

2９名

場　所 FAX番号電話番号

◆ 小規模多機能型居宅介護
　施設への「通い」を中心として、「宿泊」や自宅への「訪問」を組み合わせて、日常生活上の支援や機能訓練を
利用できるサービスです。

小規模多機能型居宅介護 ほほえみの里

小規模多機能型居宅介護 は～とらいふ三春

熊耳字神山287 61-5622 61-5623

平沢字担橋140-3 61-6541 61-6542

登　録事業所名

2９名

場　所 FAX番号電話番号

2９名

◆ 地域密着型通所介護
　食事や入浴などの日常生活上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔機能向上サービスなどを日帰りで
利用できるサービスです。

沢石通所介護事業所

小規模通所介護事業所もうぎ

実沢字楢梨217 62-8880 62-8880

下舞木字上ノ内99-7 024-956-5071 024-956-5073

定　員事業所名

18名

場　所 FAX番号電話番号

10名

は～とらいふ三春のオープン式のようす

問い合わせ先　保健センター　☎ 62-3166、FAX62-5110

12



13

　町においては、有害鳥獣による農作物被害が継続的に発生している一方で、狩猟者の減少、高齢化が進んでいま
す。農作物被害防止のため、狩猟免許を取得し、捕獲活動をしてみませんか。

狩猟免許をとりませんか

◆ 狩猟免許（初心者）講習会（福島県猟友会主催）

8月14日（日）
午前9時～午後4時

福島県青少年会館
（福島市黒岩字田部屋53－5）

網、わな、銃
（第1種、第2種）

4,000円好間公民館
（いわき市好間町中好間字中川原29－1）

講習日の1週間前9月11日（日）
午前9時～午後4時

平成29年1月15日（日）
午前9時～午後4時

福島県青少年会館
（福島市黒岩字田部屋53－5）

日時 場　所 受講料免許種類 申込受付期間

※この講習会だけでは、狩猟免許は取得できません。次の狩猟免許試験を受験する必要があります。

◆ 平成 28 年度狩猟免許試験（福島県主催）

8月30日（火）
午前10時～午後5時

郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町7－7）

網、わな、銃
（第1種、第2種）

5,200円（初心者）

3,900円（他種類
の狩猟免許保持者）

10月2日（日）
午前10時～午後5時

平成29年2月5日（日）
午前10時～午後5時

7月4日（月）～29日（金）

8月1日（月）～9月2日（金）

12月5日（月）～平成29年1月6日（金）

日時 場　所 手数料免許種類 申込受付期間

◆ 受験資格　福島県内に住所を有する 20 歳以上の方（網・わなは、18 歳以上の方）
◆ 申込方法　講習会、試験に申し込みをされる場合は、福島県県中地方振興局または、福島県猟友会事務局へお
　　　　　　申し込みください。
◆ その他　　講習会受講料、試験手数料を補助する制度があります。詳しくは、三春町鳥獣被害対策協議会へお
　　　　　　問い合わせください。

問い合わせ先　三春町鳥獣被害対策協議会（産業課内）　☎ 62-2112、FAX62-3300

　

さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
、水
辺
に
親
し
み
、

水
・
森
・
ダ
ム
の
重
要
性
と
水
保
全
の
大
切

さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　
７
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所
お
よ
び
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

対
象　
大
滝
根
川
流
域
の
三
春
町
、
郡

　

山
市
東
部
地
区
、
田
村
市
船
引
地
域
、
二

　

本
松
市
と
本
宮
市
の
う
ち
三
春
町
と
の
隣

　

接
地
区
、葛
尾
村
、富
岡
町
の
小
学
生
（
親

　

子
同
伴
）
先
着
順
で
合
計
１
０
０
名

▼ 

募
集
期
間　
７
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

▼ 

内
容
／
定
員　
自
然
教
室
（
昆
虫
観
察
教

　

室
35
名
、
水
生
生
物
観
察
教
室
35
名
、
水

　

上
探
検
教
室
30
名
）、
三
春
ダ
ム
施
設
見
学

▼ 

申
込
・
問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

水生生物観察 水上探索教室

ダム見学 昆虫観察教室

さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
６
開
催

　　　　  申し込み先　福島県県中地方振興局　県民生活課　☎ 024-935-1295
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福島県猟友会　☎ 024-523-0053



● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成28年
6月14日

平成28年
5月10日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.12
0.11
0.11
0.10
0.12

（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.08
0.09
0.12
0.11
0.12
0.12
0.10
0.10
0.12

（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.06）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。
※ 主な施設の空間線量測定結果の施設 15 は、除染作業実施のため、線量が低減しています。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成28年
6月9日

平成28年
5月12日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.23
0.13
0.20
0.14
0.12
0.12
0.15
0.14
0.14 
0.13 
0.14
0.19 
0.12
0.12 
0.19
0.26
0.25

0.23
0.13
0.20
0.14
0.12
0.12
0.15
0.14
0.15 
0.13 
0.14
0.19 
0.12
0.12 
0.27
0.26
0.25

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122
　　　　　  FAX61-1110

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.10
0.17
0.13
0.10
0.13
0.11
0.13

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 6月8日

0.10
0.13
0.10
0.12
0.20
0.12
0.10
0.12
0.09
0.19

0.13
0.15
-
0.09
0.16
-
0.10
0.11
0.10
-

①
0.12
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.11

0.11
0.10
0.11

0.10
0.10
0.10

0.11
0.12
0.11

0.08
0.11
0.10

0.07
0.07
0.08

5月11日
5月18日
5月25日

測定日／測定点 ①
0.16
0.15
0.16

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.14
0.13

0.18
0.15
0.16

0.13
0.11
0.11

0.09
0.09
0.10

0.11
0.10
0.11

0.13
0.13
0.12

5月12日
5月19日
5月26日

測定日／測定点 ①
0.11
0.12
0.11
0.10
0.10

② ③ ④
0.13
0.13
0.15
0.14
0.14

0.09
0.10
0.10
0.10
0.09

0.13
0.15
0.15
0.15
0.16

5月  2日
5月10日
5月17日
5月24日
5月31日

測定日／測定点

①
0.11
0.12
0.11
0.12
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.10
0.11
0.12

0.10
0.10
0.10
0.10
0.12

0.11
0.11
0.12
0.11
0.11

0.07
0.08
0.08
0.08
0.09

0.09
0.10
0.10
0.10
0.11

0.11
0.11
0.09
0.10
0.11

5月  2日
5月  9日
5月16日
5月23日
5月31日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.10
0.11
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.10
0.13

0.12
0.12
0.10

0.18
0.17
0.18

0.17
0.18
0.17

0.13
0.14
0.15

0.11
0.12
0.12

5月13日
5月20日
5月27日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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町
で
は
、
井
戸
水
・
引
き
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
衛
生
的
で
安
全
な
飲
料
水
を

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
項
目

▼ 

検
査
項
目

　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
亜
硝
酸
態
窒
素
、

硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化

物
イ
オ
ン
、
有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）、
ｐ
Ｈ
値
、

味
、
臭
気
、
色
度
、
濁
度

▼ 

検
査
料
金　
７
、０
０
０
円
（
税
込
み
）

▽ ﹁
亜
硝
酸
態
窒
素
﹂﹁
硝
酸
態
窒
素
お
よ

　
び
亜
硝
酸
態
窒
素
﹂
と
は

　

家
畜
の
ふ
ん
尿
や
窒
素
肥
料
、
生
活
排
水

や
下
水
中
の
窒
素
を
含
む
化
合
物
が
、
土
壌

な
ど
の
中
で
変
化
し
て
で
き
る
物
質
で
、
井

戸
水
か
ら
は
高
い
頻
度
で
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」

は
多
量
に
摂
取
す
る
と
、
乳
幼
児
に
メ
ト
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
血
症
（
酸
素
欠
乏
症
）
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら10m

g/L

以
下
に

基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
検

査
項
目
に
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
と
は
別
に
、

「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
単
独
で
低
濃
度
で
も
影

響
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、
平

成
26
年
４
月
に
「
亜
硝
酸
態
窒
素
」
の
基
準

値
が
定
め
ら
れ
、
人
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

値
と
し
て0.04m

g/L

以
下
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

申
込
方
法

検
査
方
法

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ

り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
に
よ

る
申
込
み
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か
ら
検
査
機

関
名
お
よ
び
採
水
日
を
文
書
に
て
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
蛇
口
な

ど
か
ら
採
水
し
、
検
査
結
果
が
わ
か
り
し
だ

い
、
検
査
機
関
よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
の
お
支
払
い
は
、
採
水

時
に
直
接
検
査
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
が
飲
用
井
戸
水
の
放
射
性
物
質

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
検
査
料
金
無
料
）。

　

町
で
検
体
を
取
り
ま
と
め
て
県
に
依
頼
し

ま
す
の
で
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

井
戸
水
の
水
質
検
査
を
し
ま
せ
ん
か

　

除
染
が
完
了
し
た
地
区
の
結
果
（
除
染
前

後
の
空
間
線
量
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
除
染
の
結
果

滝、春沢、狐田、過足、根本、樋渡、蛇石

対象件数除染完了地区

荒町、北町、八島台

除染完了時期

平成28年3月
平成28年3月

除染前の空間線量
(μSv/h)高さ1ｍ

除染後の空間線量
(μSv/h)高さ1ｍ 低減率

193
759

測定点
の数
618
3,031

0.21
0.21

0.16
0.15

24%
27%

◆ 空間線量

※ 除染前後の空間線量は、測定点の空間線量を単純平均した値になります。
※ 環境省の公表資料から、市町村が実施している住宅地除染では、除染前の空間線量
　が 1 μ Sv/h 未満地点の除染後の平均的な低減率は約 21％となっています。

▼ 

問　
除
染
対
策
課

　
　
　

 

☎
62-

１
１
２
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
燃
え
る
ご
み
」
の
出

す
量
に
よ
っ
て
、
町
の
ご
み
処
理
に
か
か
る
費

用
を
こ
れ
ま
で
よ
り
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
三
春
町
で
は
、
燃
え
る
ご
み
に

含
ま
れ
る
「
紙
類
」
の
分
別
を
徹
底
し
、
費
用

を
削
減
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
家
電
製
品
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
カ

タ
ロ
グ
、
封
筒
等
は
資
源
ご
み
で
す
の
で
、
ひ

も
で
縛
っ
て
、
資
源
ご
み
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

カ
タ
ロ
グ
な
ど
は
資
源
ご
み

で
す
～
資
源
ご
み
で
出
し
ま

し
ょ
う
～

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５ ごみ箱にカタログ・パンフレットは混ざって

いませんか？
※ カタログなどは貴重な資源ごみです。
　ひもで縛って、資源ごみで出しましょう。
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310、FAX62-6000

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　5 月から 6 月にかけて、中学生の各種スポーツの大会が行われました。5 月 12 日には陸上競技大会、6 月 1・2 日には総
合体育大会が行われました。三春中学校、岩江中学校共に熱い戦いを繰り広げ、すばらしい結果を勝ち取ることができました。
　田村支部の大会を勝ち抜いた団体・個人は 6 月 14・15 日に県中地区中体連総合大会に出場しました。陸上大会で 1 位となっ
た選手等は、7 月 5 日（火）から福島市「とうほう・みんなのスタジアム」で開かれる県大会へ出場します。

● 田村支部中体連陸上大会・総合大会のお知らせ

● 三春中学校の結果
★ 陸上大会
　毎朝早くから自主的に練習を行い、お互い励ましながら力をつけました。３種目の優勝、２位４
種目、３位８種目の入賞を果たしました。優勝（県大会出場権獲得）した種目と生徒は次のとおりです。
▶ １年女子 100 ｍ白谷莉帆、共通女子 800 ｍ渡邊凜
▶ 低学年女子４×100ｍR（白谷莉帆・丸山七夏・榎本朱莉・佐々木楓花・上石優香・富田琴音）

★ 中体連総合大会

　 各部とも３年生を中心に全力で戦い、三春中の伝統を守りました。団体で７種目、個人
で 17 組が県中大会に出場します。
▶ １位　野球　女子ソフトテニス　男子バスケットボール
▶ ２位　女子卓球　男子剣道
▶ ３位　ソフトボール、男子バレーボール、女子バレーボール、男子ソフトテニス
　　　　 サッカー、柔道（団体のみ）

● 岩江中学校の結果
★ 陸上大会
　校庭で流した汗が競技場で輝きを放ちました。２・３年 1500 ｍで３年の村上史織が優
勝し、県大会出場権を獲得しました。

★ 中体連総合大会

　 各部とも日頃の練習の成果を発揮しました。
男子卓球部が団体、個人（シングルス・ダブルス）の全ての種目で優勝しました。
▶ １位　男子卓球　▶ ３位　男子バスケットボール　（団体のみ）

　

今
年
度
本
校
で
は
、「
学
校
が
好
き
、
友
だ
ち
や
先
生
が
好
き
、

自
分
の
地
域
が
好
き
」
を
目
標
に
、
心
の
通
い
合
っ
た
学
校
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
の
良
好
な

関
係
づ
く
り
を
通
し
て
、
知
・
情
・
意
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

児
童
の
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。「
な
か
の
よ
い
子
」（
情
）
で
は
、
今
年
度

も
「
ほ
め
ほ
め
週
間
」
を
年
に
三
回
設
定
し
、保
護
者
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
様
々
な
視
点
か
ら
見
つ
け
、
学
級
通

信
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
少
し
ず
つ
、
自
分
の
よ
さ
に
気

づ
く
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
考
え
る
子
」（
知
）
で

は
、
朝
の
時
間
に
、「
中
妻
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
、
算
数
や
国
語
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
短
時
間
で
す
が
、
繰
り
返
し
集
中
し

て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
礎
基
本
を
着
実
に
身
に
つ
け
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
よ
い
子
」（
体
）
で
は
、「
一
日
六
十
分
間
運
動
」
を
目
標
に
、

登
校
後
の
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
含
め
運
動
の
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
特
に
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、「
み
ん
な
で
走
ろ
う
日

本
一
周
」
を
合
い
言
葉
に
、走
っ
た
距
離
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、

日
本
地
図
の
カ
ー
ド
に
シ
ー
ル
を
貼
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
ま
じ
め
な
子
」（
意
）
で
は
、
一
人
一
役
の
係
活
動
や
委
員
会

活
動
、
自
主
的
な
児
童
会
活
動
の
計
画
や
運
営
を
通
し
て
、
達
成
感

や
効
力
感
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
の
連
合
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
か

さ
れ
た
応
援
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

力
強
く
生
き
抜
く
児
童
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
妻
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

朝マラソン

中妻タイム
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町立三春病院News町立三春病院News

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

こころの日（７月１日）

　1988 年の「精神保健法」の施行日にちなみ、日本精神科看護協会が制定しました。
　この日にあわせ、各地でこころの健康に関する講演やイベントを開催しています。
　精神疾患や精神障がい者に対する正しい理解を図り、こころの健康の大切さを考えることが
目的です。

 ５月９日～６月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

市
川
和
照

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

村
上
由
美
子
（
田
村
市
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

ひ
ま
わ
り
の
会

▽ 

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

貝
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会

▽ 

氷
川
流
駒
侑
会

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン

　

タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

村
上
貞
子
（
八
島
台
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）

▽ 

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

▽ 

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▼ 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

▽ 

織
方
郁
映
（
東
京
都
）

▽ 

小
松
奈
保
子
（
東
京
都
）

▽ 

山
﨑
栄
三
郎
（
埼
玉
県
）

▽ 

渡
辺
学
（
神
奈
川
県
）

★ 福島県「県民健康調査」甲状腺検査のご案内

　福島県「県民健康調査」は、福島県が福島県立医科大学へ委託して実施している健康調査です。三春病院では、
福島県立医科大学と連携して「甲状腺検査」を実施しています。
▶ 検査対象者　「甲状腺検査のお知らせ」が届いた方
▶ 検査可能曜日・時間　① 第２水曜日午前９時～ 11 時／② 第３水曜日午後３時～５時
▶ 持参物　「甲状腺検査受診票」（福島県立医科大学より送付されたもの）、健康保険証
※ 受診予約・日程の変更は福島県立医科大（放射線医学県民健康管理センター）へ直接ご連絡ください。

★ さつまいもの苗を植えました

　５月 24 日、三春病院敷地内の畑にさつまいもの苗
を植えました。三春病院入院患者、三春町第一保育
所の子どもたち、敬老園入所者、近隣施設の方が参
加しました。和や
かに話をしながら、
さつまいもの苗を
植える姿が印象的
でした。秋の収穫
が楽しみ、との声
が多く聞かれまし
た。

★ 職員向け認知症サポーター養成講座開催

　６月１日、三春病院にて認知症サポーター講座を
開催しました。
　参加者は新入職員が
中心で、認知症の方の
対応方法や、認知症予
防などについて学びま
した。講座で学んだこ
とを活かし、よりよい
医療サービスの提供に
努めてまいります。

★ 三春町施設けんしんを７月より実施しています

▶ 三春病院で受けられる健診　特定健診・がん検診（肺・胃・大腸・子宮・乳）
▶ 実施曜日（完全予約制）　　  火・木・土（特定健診、肺・胃・大腸がん検診）
　　　　　　　　　　　　　　 ※子宮がん検診は第２・第４土曜午後
　　　　　　　　　　　　　　 ※乳がん検診は金曜
　施設検診実施期間は混み合いますので、お早目にお問合せのうえ、受診予約をしていただきますようお願いいたします。
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18

◆ 

中
国
高
校
総
体
へ
向
け
県
大

　
会
で
大
活
躍
！

　

第
62
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
が
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
国
地
方
（
岡
山
、
広
島
、
鳥
取
、

島
根
、
山
口
）
等
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
出
場
権
を
目
指
し
、
本
校
生
は
各
競
技
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
柔
道
部
が
16
年
連
続
で
県
高
校
大

会
を
制
覇
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
の
大
声
援
を

い
た
だ
き
、
県
の
競
技
力
を
け
ん
引
す
る
活
躍
を

し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
成
績
を
報
告
し
ま
す
。

＊
（　

）
は
学
年
と
出
身
中
学
校

● 

陸
上
競
技

○ 

男
子
８
０
０
ｍ
１
位　
鈴
木
顕
人（
３
年
小
原
田
）

○ 

男
子
１
５
０
０
ｍ
３
位　
鈴
木
顕
人（
３
年
小
原
田
）

○ 

男
子
１
５
０
０
ｍ
６
位　

音
部
広
宣（
２
年
小
野
）

○ 

男
子
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
４
位　
佐
藤
克
紀（
２
年
湯
本
一
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
４
位　
吉
田
尚
矢（
２
年
郡
山
五
）

○ 

男
子
５
０
０
０
ｍ
６
位　
粠
田
健
司（
２
年
船
引
）

○ 

女
子
８
０
０
ｍ
２
位　
坂
内
美
月（
３
年
若
松
一
）

○ 

女
子
８
０
０
ｍ
８
位　
門
馬
琴
実（
２
年
若
松
一
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
２
位　
折
笠
有
彩（
３
年
福
島
四
）

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
３
位　
坂
内
美
月（
３
年
若
松
一
）

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ
２
位　
渡
邉
唯（
３
年
船
引
）

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ
３
位　
佐
久
間
有
沙（
３
年
三
春
）

○ 

女
子
３
０
０
０
ｍ
４
位　
折
笠
有
彩（
３
年
福
島
四
）

○ 

女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
１
位　
北
郷
美
奈（
２
年
勿
来
二
）

○ 

女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
３
位　
堀
川
由
香
里（
２
年
守
山
）

○ 

女
子
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
５
位　
佐
久
間
菜
摘（
２
年
船
引
）

※ 

６
月
青
森
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
は
11
名
が
出
場
、

上
位
６
位
ま
で
入
れ
ば
全
国
大
会
出
場

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
９
年
連
続
16
回
目
）

　

舘
脇
慎
太
郎
（
３
年
須
賀
川
三
）・
松
本
啓
（
２

年
船
引
）・
矢
浪
拓
弥
（
２
年
岩
江
）・
吉
田
佳
弘
（
２

年
常
葉
）・
宮
川
智
哉
（
２
年
岩
江
）

○ 

女
子
団
体
優
勝
（
２
年
ぶ
り
13
回
目
）

　

増
子
絢
香（
３
年
西
田
）・
吉
田
佑
香（
２
年
三
春
）・

橋
本
悠
加
（
２
年
三
春
）・
石
井
伽
奈
（
２
年
移
）・

塚
原
莉
杏
（
２
年
大
越
）

※ 

全
国
大
会
・
東
北
大
会
に
は
男
女
５
名
ず
つ
が
出
場

● 

ボ
ー
ト

○ 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　
石
塚
慎
之
助
（
３
年
行
健
）

○ 

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
優
勝

　
上
野
凜
子
（
２
年
三
春
）・
大
内
あ
い
（
１
年

三
春
）・
渡
辺
美
穂
（
３
年
西
田
）・
堂
山
菜
々

実
（
１
年
三
春
）・
佐
久
間
輝
美
（
３
年
常
葉
）

○ 

男
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
２
位

　
橋
本
凌
（
３
年
三
春
）・
田
中
亮
（
３
年
岩
江
）・

村
上
雄
太
朗
（
３
年
郡
山
五
）・
黒
坂
大
樹
（
３
年

岩
江
）・
藤
森
大
輔
（
３
年
船
引
）

○ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
２
位

　
堂
山
彩
加
（
３
年
三
春
）
鈴
木
麻
友
（
２
年
三
春
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
１
名
、
女
子
５
名
、
東
北

　
大
会
に
は
男
子
６
名
、
女
子
７
名
が
出
場

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

○ 

男
子
個
人　
62
㎏
優
勝
・
坪
井
大
樹
（
３
年

　

大
越
）
／
85
㎏
優
勝
・
照
山
飛
翔
（
３
年
船
引
）

　

／
62
㎏
２
位
・
坪
井
浩
平
（
３
年
大
越
）
／

　

69
㎏
３
位
・
宗
像
賢
人
（
３
年
御
舘
）
／

　

１
０
５
㎏
超
２
位
・
安
藤
太
良
（
１
年
船
引
）

○ 

女
子
個
人　
48
㎏
優
勝
・
安
藤
千
鈴
（
１
年

　

須
賀
川
二
）
／
個
人
53
㎏
優
勝
・
鈴
木
あ
み
（
２

　

年
岩
江
）
／
58
㎏
優
勝
・
只
野
玲
那
（
３
年
三

　

春
）
／
69
㎏
優
勝
・
遠
藤
朱
李
（
２
年
鏡
石
）

　

／
85
㎏
２
位
・
福
田
智
里
（
１
年
岩
江
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
女
４
名
ず
つ
、
東
北
大
会

に
は
男
子
５
名
、
女
子
４
名
が
出
場

● 

柔
道

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
16
年
連
続
）

○ 

男
子
個
人　

60
㎏
優
勝
・
渡
部
禄
也
（
３
年

　

田
島
）／
66
㎏
優
勝
・
島
貫
蓮（
３
年
喜
多
方
三
）

　

／
73
㎏
優
勝
・
矢
野
修
弘
（
２
年
大
原
）
／
90

　

㎏
優
勝
・
瀧
澤
秀
斗
（
２
年
若
松
四
）
／

　

１
０
０
㎏
優
勝
・
斉
藤
大
輔
（
３
年
明
野
）
／

　

１
０
０
㎏
超
優
勝
・
国
分
裕
輝
（
３
年
本
宮
一
）

　

／
66
㎏
２
位
・
萩
昂
輝
（
３
年
喜
多
方
三
）
／

　

81
㎏
２
位
・
杉
山
海
（
２
年
明
野
）
／
１
０
０

　

㎏
２
位
・
熊
田
海
星
（
３
年
西
郷
一
）
／
60
㎏

　

３
位
・
斉
藤
大
夢
（
１
年
明
野
）
／
73
㎏
３
位
・

　

宗
像
矯
（
２
年
郡
山
六
）
／
90
㎏
３
位
・
國
分

　

陽
介
（
３
年
喜
多
方
三
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
８
名
が
出
場
、
東
北

　
大
会
に
は
男
子
14
名
が
出
場

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○ 

男
子
団
体
２
位

○ 
男
子
個
人　
２
位
・
渡
辺
俊
樹
（
３
年
西
郷

　

一
）、
松
藤
大
樹
（
３
年
白
河
二
）
／
３
位
・

　

菅
野
雅
也
（
３
年
西
郷
二
）、
小
野
和
磨
（
２

　

年
伊
達
）、
草
野
緋
夏
（
１
年
三
和
）、
小
泉
啓

　

人
（
１
年
三
和
）
／
９
位
・
郷
貴
大
（
３
年
白

　

河
中
央
）、
伊
賀
大
流
（
３
年
平
三
）

○ 

女
子
団
体　
優
勝
（
７
年
連
続
12
回
目
）

○ 

女
子
個
人　

優
勝
・
森
合
弥
代
（
２
年
小
原

　

田
）、
金
田
彩
花
（
３
年
須
賀
川
三
）
／
３
位
・

◆ 

主
権
者
教
育
講
話
を
実
施
し

　
ま
し
た

　

６
月
16
日
本
校
第
一
体
育
館
に
お
い
て
、

全
校
生
対
象
の
「
主
権
者
教
育
講
話
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
18

歳
以
上
の
高
校
生
が
、
投
票
権
を
持
つ
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
公
民
と
し
て
必
要
な
資
質

を
養
う
と
と
も
に
、
高
校
生
の
立
場
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
方
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
主
権
者

の
一
人
と
し
て

日
本
や
地
域
社
会

を
担
う
本
校
生
に

と
っ
て
、
と
て
も

大
切
な
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

佐
藤
姫
尚
（
３
年
二
本
松
一
）、
鈴
木
愛
里
沙

　
（
２
年
安
達
）
／
７
位
・
武
田
理
夏
子
（
３
年

　

西
郷
二
）、
氏
家
日
菜
（
３
年
西
郷
二
）
／
９

　

位
・
高
久
莉
沙
（
３
年
白
河
二
）、
伊
藤
燿
（
２

　

年
大
越
）
／
９
位
・
高
橋
萌
々
（
１
年
東
）、
松

　

藤
奈
美（
１
年
白
河
二
）／
13
位
・
星
野
七
海（
２

　

年
安
達
）、
遠
藤
悠
沙
（
１
年
三
春
）

※ 

全
国
大
会
に
は
男
子
６
名
、
女
子
８
名
、
東
北

　
大
会
に
は
男
子
８
名
、
女
子
12
名
が
出
場

● 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
８
位

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
３
位

※毎年実施している体験入学は、７月 27 日（水）に開催します。
問い合わせ先　福島県立田村高等学校 ☎ 62-2185



さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

春
の
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た

第
31
回
国
民
健
康
づ
く
り

　

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
し
ょ
か
ん

 

お
と
ま
り
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
３
日
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
で
第
31
回
国
民

健
康
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
１
年
間
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
元
気
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

優
勝　
　

富
沢
B
チ
ー
ム

▼ 

準
優
勝　
御
祭
B
チ
ー
ム

▼ 

３
位　
　

平
成
会
チ
ー
ム

▼ 

４
位　
　

桜
寿
会
C
チ
ー
ム

ゲートボール大会のようす

◎ 

健
康
づ
く
り
メ
モ　
適
度
な
運
動
は
骨
を
強
化
し
、
筋
力
を
つ
け
る
の
で
、
転
倒
し
に
く
く
な

　

り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
毎
日
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
食
生
活
も
改
善
し
ま
し
ょ

　

う
。
骨
の
主
成
分
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
り
、
同
時
に
カ
ル
シ
ウ
ム
へ
の
骨
へ
の
沈
着

　

を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
D
や
K
を
と
り
偏
食
を
な
く
し
て
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼ 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品　
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
木
綿
豆
腐
、
桜
え
び
、
小
松
菜

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
食
品　
塩
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
う
な
ぎ
、
本
ま
ぐ
ろ
、
サ
バ
、
シ
ラ
ス

▼ 

ビ
タ
ミ
ン
K
を
多
く
含
む
食
品　
ひ
き
わ
り
納
豆
、
わ
か
め
、
小
松
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

５
月
14
日
か
ら
15
日
ま
で
、
町
民
図
書
館
に

お
い
て
「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
し
ょ
か
ん
お
と
ま

り
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
預
か
り
し
、
図

書
館
に
「
お
と
ま
り
」
し
て
も
ら
う
企
画
で
、

今
回
は
５
組
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
ま
ず
は
親
子
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と

い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
お
昼
寝
タ
イ
ム
。

み
ん
な
で
寝
か
し
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
起
き
だ
し
て
、

夜
の
図
書
館
を
探
検
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

２
日
目
、
参
加
者
が
ぬ
い
ぐ
る
み
を
迎
え
に

き
た
際
、
夜
の
図
書
館
で
の
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち

の
様
子
を
お
さ
め
た
ア
ル
バ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
選
ん
だ
絵
本
を
貸
し
出
し
し
ま
し
た
。

ぬいぐるみを寝かしつけました（上）
夜に起きて図書館を探索するぬい
ぐるみたち（右）

　

６
月
４
日
、
高
柴
山
に
て
、
自
然
観
察
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
つ
つ
じ
の
花
が
終
わ
っ
た
頃
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
が
、
木
々
の
花
が
咲

き
始
め
、
鳥
や
虫
た
ち
も
出
て
き
て
い
た
の
で
、

観
察
し
な
が
ら
、
１
時
間
30
分
か
け
て
歩
き
ま

し
た
。

　

山
頂
で
お
昼
を
食
べ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
戻

り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
帰
っ
て
か
ら
、
見
た
植

物
や
虫
の
名
前
を
あ
げ
て
、
リ
ス
ト
を
作
り
ま

し
た
。
昆
虫
は
20
種
類
以
上
、
植
物
は
30
種
類

近
く
観
察
で
き
ま
し
た
。

観察したハナイカダ（右）
観察のようす（下）

19



20
名
が
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の

リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

城
山
公
園
の
ア
ジ
サ
イ
管
理

 

１
７
４
名
が
参
加
し
景
観
整
備

平
成
27
年
産
た
ば
こ
耕
作
表
彰

　
　
　
　

 

が
行
わ
れ
ま
し
た

人
権
の
花
運
動

　
　
　

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
城
山
公
園
整
備
計
画

事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ク
ラ
、
モ

ミ
ジ
の
植
栽
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
等
の
管
理
を
６
月
11
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
旧
城
山

公
園
整
備
計
画
検
討
委
員
会
、三
春
さ
く
ら
の
会
、

県
中
建
設
事
務
所
、
町
内
に
避
難
し
て
い
る
富
岡

町
、
葛
尾
村
お
よ
び
町
職
員
な
ど
総
勢
１
７
４
名

が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
な

ど
約
４
、０
０
０
本
の
剪
定
、
施
肥
、
下
草
刈
り

な
ど
の
手
入
れ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

お
城
山
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
７
月
初
旬
か
ら
下
旬

ま
で
が
見
頃
で
す
。
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
皆
さ

ん
な
ど
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ア
ジ
サ
イ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

アジサイ管理を行った皆さん

　

５
月
12
日
、
福
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
の
平

成
27
年
産
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
か
ら
は
、
優

良
耕
作
者
３
名
、
優
良
耕
作
団
体
１
団
体
が
受

賞
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
町
よ
り
優
良
耕
作
団

体
へ
表
彰
を
贈
り
ま
し
た
。

▼ 

福
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
表
彰

▽ 

優
良
耕
作
者　
橋
本
稔
／
佐
久
間
正
敏

▼ 

福
島
県
知
事
表
彰

▽ 

優
良
耕
作
団
体　
三
春
１
総
代
区

▼ 

日
本
た
ば
こ
中
日
本
地
方
原
料
本
部
長
表
彰

▽ 

優
良
耕
作
者　
渡
辺
市
則

町から表彰される三春１総代区代表の湯峯さん

　

６
月
６
日
、「
人
権
の
花
」
運
動
と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が
岩
江
小
学
校
を
訪

れ
、
花
苗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
同
小
学
校
の

栽
培
委
員
の
皆
さ
ん
に
、「
ペ
チ
ュ
ニ
ア
」「
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」「
サ
ル
ビ
ア
」
の
３
種
類
の

花
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

栽
培
委
員
長
の
横
田
彩
さ
ん
は
「
み
ん
な
で

大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が

町
内
の
各
小
中
学
校
を
訪
れ
、
花
苗
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

※ 

人
権
の
花
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
な
が
ら

　

花
を
育
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
権
に
つ

　

い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

　

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

５
・
６
月
の
３
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
ス
ク

エ
ア
ス
テ
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
お
い

て
、
10
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
20
名

が
リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
身
近
な
と
こ

ろ
で
行
え
る
体
制
や
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
す
機
会
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は
マ
ッ
ト
１
枚
で
気
軽
に

楽
し
く
出
来
ま
す
の
で
、「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

を
地
元
で
や
っ
て
み
た
い
」、「
地
区
の
集
ま
り
の

時
に
体
験
し
た
い
」、「
気
軽
に
体
を
動
か
し
た
い
」

な
ど
、
興
味
の
あ
る
方
・
体
験
し
た
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

講座のようす

リーダー資格を取得した皆さん

岩江小学校での花植えのようす（上）
沢石小学校での贈呈のようす（右）
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環
境
大
臣
宛

　

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

中
郷
小
学
校
「
滝
桜
を
守
る
会
」

　
　
　

が
活
動
し
て
い
ま
す

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え

　

第
６
回
花
と
音
楽
祭
開
催

さ
つ
き
展
示
会

　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

三
春
町
花
木
生
産
振
興
会
に
よ
る
「
さ
つ
き

展
示
会
」
が
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ワ
イ
エ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
が
心
を
込
め
て
育
て
た
「
さ
つ
き
」
や

「
町
花
で
あ
る
松
波
」
が
60
点
展
示
さ
れ
、
来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

一
般
盆
栽
の
部

▽ 

町
長
賞　
渡
辺
晏
汪
、
佐
藤
義
郡

▽ 

三
春
町
議
会
議
長
賞　
橋
本
善
一

▽ 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
組
合
長
賞　
浮
内
春
政

▽ 

福
島
民
報
賞　
渡
辺
清
未

▽ 

福
島
民
友
新
聞
社
賞　
佐
久
間
喜
一

▼ 

町
花
松
波
の
部

▽ 

町
長
賞　
菅
野
吉
秀

▽ 

三
春
町
議
会
議
長
賞　
田
村
利
勝

▽ 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
組
合
長
賞　
高
橋
武
志

さつき展示会のようす
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６
月
19
日
、
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
に
お
い

て
「
第
６
回
花
と
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
岩
江
地
区
の
皆

さ
ん
に
よ
る
３
Ｂ
体
操
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、

ジ
ャ
ズ
音
楽
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、

花
と
音
楽
に
よ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
は
、
遊
休
農
地
解

消
、
農
村
環
境
の
維
持
保
全
を
目
的
に
平
成
21
年

度
に
地
域
の
方
々
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
継
続
的
な

維
持
管
理
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
憩
い
の
場
所
と

な
り
、
環
境
保
全
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

イベント会場のようす

　

６
月
20
日
、
中
郷
小
学
校
「
滝
桜
を
守
る
会
」

に
よ
る
滝
桜
の
種
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
郷
小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
さ

く
ら
の
会
会
員
の
近
内
耕
一
さ
ん
か
ら
桜
の
種
の

拾
い
方
な
ど
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
桜
の
種
を
丁
寧
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
滝
桜
を
守
る
会
」
は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
て

以
来
、
地
域
の
よ
さ
を
知
り
、
故
郷
を
愛
す
る
心

を
育
む
た
め
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
４
月
に
は
、
滝
桜
に
訪
れ
た
人
に
少
し
で

も
気
持
ち
よ
く
観
桜
し
て
も
ら
お
う
と
滝
桜
周
辺

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

滝桜の種拾いのようす

　

６
月
22
日
、
環
境
大
臣
宛
に
、
三
春
町
、
三

春
町
議
会
、
三
春
町
自
主
防
災
会
連
合
会
か
ら

要
望
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
除
染
廃
棄
物
の
早
期
搬
出
と
、

受
入
業
務
が
終
了
し
た
後
の
仮
置
場
の
適
切
な

管
理
に
対
す
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
で
す
。

　

当
日
は
環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所
の
土

肥
義
博
除
染
企
画
官
兼
課
長
を
は
じ
め
、
職
員

が
来
庁
し
、
要
望
書
提
出
の
後
、
意
見
交
換
会

も
実
施
し
ま
し
た
。

要望書を読み上げる鈴木町長



主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　7 月 4・6・11・18・25 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　7 月 4・11・19・25 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　7 月 4・11・19・25 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　7 月 4・11・25 日
▼ 中央児童館・わんぱくクラブ（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　7 月 14・27 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　7 月 6・13・20・27 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　７月 3・10・17・24・31 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　7 月 16 日（土）・17 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837
　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX62-4727

三春交流館運営協会自主事業

◆ 平成 28 年度自主事業情報

開催日 事業名 前売り券

12月3日（土）
午後２時

～鍵盤の魔術シリーズＮｏ.２～
シプリアン・カツァリス＆広瀬悦子
クリスマスの饗宴

初笑い「まほら」寄席
三遊亭円楽　独演会

平成29年
1月29日（日）

窓口：8月18日（木）
電話：8月19日（金）
一般：3,500円、高校生以下：1,000円

窓口：10月20日（木）
電話：10月21日（金）
3,000円

◆ 開催日　　９月３日（土）午後２時開演、午後１時 30 分開場
◆ 前売り券　一般 3,500 円、高校生以下 1,000 円
＊好評発売中！！お早めにお買い求めください。
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

わらび座 奇想天外 歌
み ゅ ー じ か る
舞音曲劇「げんない」

　秋田県のたざわ湖芸術村を拠点に活動している「わら
び座」によるミュージカルを開催します。
今回は、閉塞の江戸時代に各産業・芸術に至るまで次々
と新しい提案をし、世界でも珍しい「エレキテル」を発
明した日本のレオナルド・ダ・ヴィンチとも称される「平
賀源内」を主人公としたミュージカルです。
演出に横内謙介さん、振付にラッキィ池田さん・彩木エ

リさんの豪華スタッフと源内一座による歌に踊り、浄瑠璃が繰り広げられ、舞
台セットによる演出も見逃すことができません。
　平賀源内をあまり知らない方でも、江戸時代より今に至るまで残していった
ものを知ることができ、笑いあり、泣きありのさまざまな要素を詰め込んだ
ミュージカルとなっております。

三春サッカースポーツ少年団紹介
　三春サッカースポーツ少年団は、７年前よ
り郡山市の小泉サッカースポーツ少年団と合
同で１つのサッカーチームを作り、リガーズ・
フットボールクラブとして活動しています。
　活動目標は、サッカーを通して、人と人の
繋がりに感謝し、全ての人をリスペクト（敬

意を示す）することです。団員は、小学１年生～６年生の 32 名で楽しく活
動しています。
　昨年度は、第４回福島県復興祈念杯Ｕ -12 県大会で優勝を成し遂げました。
指導者の数も充実していますので、子どものレベルに合わせた指導が出来ま
す。入団希望のお子さんがおりましたら、お気軽に見学や体験にお越しくだ
さい。
▶ 練習日　毎週土・日曜日午前９時 30 分～ 12 時（郡山市立白岩小学校小泉小学校）
▶ 夜練習（希望参加者）　毎週月曜日午後７時～９時（旧桜中学校体育館）
▶ 問　川田直樹（代表）　☎ 090-2363-6158
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 7 月のイベント情報 ◆◆◆ ※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。

　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　夏の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　7 月 8 日（金）、16 日（土）午後８時～ 10 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　大人 200 円、子ども 100 円

星を見る会

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

▶ 申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　植物などを使って布を染めます。たたみ方によっ
て様ざまな模様ができます。中央児童館事業共催。
▶ 日　時　７月 23 日（土）午前９時 30 分～ 12 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　300 円
▶ その他　汚れてもいい服装でご参加ください。

草木染教室

☎

第22回福島県ジュニアピアノコンクール郡山地区予選 ☎

刑務所作業製品展示即売会

プリマヴェーラ発表会

ピアノ発表会
7月
10日（日）

7月

7月

☎

☎

～

～

7月

☎子ども夏まつり

7月

30日（土）

☎皆で楽しく夢原まこと交流会！

7月

31日（日）

三春磐州市「七夕市」
7月

☎

☎山口音楽教室ピアノ発表会

18日（月）
7月

3日（日）

14日（木）
～16日（土）

16日（土）

27日（水）
～28日（木）

　月面に見えるⅩを観測します。
▶ 日　時　8 月 10 日（水）午後 8 時～ 10 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料

月面Ⅹ観望会

◆ 開場期間　７月 23 日（土）～８月 24 日（水）
◆ 午前の部　午前９時～ 11 時 55 分　◆ 午後の部　午後１時～３時 55 分
※ 期間中は休まず開場しますが、気温・水温が 23℃以下の場合は休場します。
※ 町内小学校水泳交歓会のため、７月 21 日（木）、22 日（金）は休場になります。
　雨天により水泳交歓会が延期された場合、25 日（月）を休場する場合があります。
※ 国の基準に基づく水質検査を実施して開場します。
◆ 入場料　一般／１回 100 円、高校生以下／１回 50 円
★ ７月 24 日（日）は「県民の日」を記念して、町営の体育施設を無料開放します。
◆ 問　町民体育館　☎ 62-6212（月曜日は休館）

町営貝山プールオープン！

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837
　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX62-4727
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図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

〈町民図書館☎ 62-3375、FAX61-1026〉

〈児童生活センター☎ 62-8666、FAX62-8669〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110、FAX62-5110〉

7月13・27日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
日曜おはなし会 7月10日（日）

10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

子育て支援
センター

就学前の7月生まれの
お子さんと保護者6組

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
7月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし「あのね」
の日

お誕生日のつどい
（要予約）

7月1日（金）
10時45分～11時

7月22日（金）
10時～11時
申込期限7月15日（金）

特になし

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

7月13日（水）
9時30分～11時

7月2日（土）
13時30分

中央児童館

絵本の読み聞かせ、ビデオ上映

エコキャップ運動

メニュー「ロールサンドプレート」

テーマ「もうすぐ夏休み　海へGO！」

「草木染め教室（エコバック）」：バスで自然観察ステーショ
ンに移動します。植物などを使ってエコバックを染めます。
参加費300円（申込時に持参）、持ち物：帽子・水筒

すいかわりをした後、種飛ばしにチャレンジします。
参加料100円（申込時に持参）

12時20分～：神輿とぎょ
13時～15時：出店やゲーム、わんぱくクラブ員によるアト
ラクションの発表などがあります。
参加料100円（申込時に納めてください）

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所

料理クラブ

7月2日（土）
10時

小学生

おりがみクラブ

ボランティア活動

理科クラブ

7月9日（土）
9時30分
7月16日（土）
9時30分
7月23日（土）
９時集合
申込期限7月13日（水）

クラブ員

小・中学生と保護者

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

幼児・小学生・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

クラブ員

すいかわり・種飛
ばし大会

7月26日（火）
14時
申込期限7月13日（水）

小・中学生

第20回　
子ども夏まつり

7月30日（土）
12時20分

三春交流館
「まほら」

平成28年3月11日
～平成28年4月10日生まれ

3歳児

平成26年12月1日
～12月31日生まれ
平成25年4月1日
～4月30日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

食改さんのおやつやさんは、22日11時～保健センター開放日

献血
  9時30分～11時30分　　石橋ハマプラス（株）
12時30分～14時30分　　フガク工機（株）東北工場
15時00分～16時30分　　日本化学工場（株）福島第二工場

平成27年9月1日～
9月30日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

7月19日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

7月21日（木）
13時～13時15分受付
7月20日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

7月8・22日（金）
9時～15時30分 特になし

7月20日（水）

9～10か月児 7月27日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
私
と
あ
な
た
（
朝
井

リ
ョ
ウ
）
／
ノ
ッ
キ
ン
オ
ン
・
ロ
ッ
ク
ド

ド
ア
（
青
崎
有
吾
）
／
エ
ウ
レ
カ
の
確
率

（
石
川
智
健
）
／
不
抜
の
剣
（
植
松
三
十
里
）

／
死
仮
面
（
折
原
一
）
／
ス
ク
ー
プ
の
た

ま
ご
（
大
崎
梢
）
／
銀
杏
ア
パ
ー
ト
（
片

島
麦
子
）
／
葵
の
月
（
梶
よ
う
子
）
／
天

下
一
の
軽
口
男
（
木
下
昌
輝
）
／
伊
達
の

企
て（
近
衛
龍
春
）／
こ
の
日
の
た
め
に（
幸

田
真
音
）
／
大
き
く
な
る
日
（
佐
川
光
晴
）

／
彩
は
匂
へ
ど
（
田
牧
大
和
）
／
娘
役
（
中

山
可
穂
）
／
彼
女
に
関
す
る
十
二
章
（
中

島
京
子
）／
緑
衣
の
メ
ト
セ
ラ（
福
田
和
代
）

／
本
懐
に
候
（
山
本
音
也
）
／
イ
ナ
カ
川

柳
（
Ｔ
Ｖ
Ｂ
ｒ
ｏ
ｓ
．
編
集
部 

編
）
／
こ

れ
か
ら
を
生
き
る
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ

と
（
美
輪
明
宏
、
瀬
戸
内
寂
聴
）
／
裏
切

り
の
晩
餐（
オ
レ
ン・ス
タ
イ
ン
ハ
ウ
ワ
ー
）

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、7 月 7 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375、FAX61-1026

図
書
館
の
ひ
み
つ
／
神
社
・
お
寺
の
ふ
し

ぎ
１
０
０
／
池
上
彰
と
考
え
る
戦
争
の
現

代
史 

全
４
巻
／
も
っ
と
知
り
た
い
！
話

し
た
い
！
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ 

全
３
巻
／
12
か
月
の
絵
図
鑑
／
世
界
一
お

も
し
ろ
い
数
の
本
／
夢
の
名
作
ハ
ン
ド
メ

イ
ド 

全
３
巻
／
こ
ど
も
が
た
の
し
く
つ

く
る
は
じ
め
て
の
こ
う
さ
く
／
く
ろ
グ
ミ

団
は
名
探
偵
／
雷
を
打
ち
負
か
し
た
女
の

子
／
お
し
っ
こ
お
し
っ
こ
／
お
は
な
を
あ

げ
る
／
ひ
ろ
っ
た
ら
っ
ぱ
／
え
ぞ
ふ
く
ろ

う 

ふ
ぶ
き
を
の
り
こ
え
る
／
み
つ
け
て
く

れ
る
？
／
し
ろ
い
ち
ょ
う
ち
ょ
が
と
ん
で

る
よ
／
ね
こ
ど
け
い
／
こ
の
あ
と
ど
う
し

ち
ゃ
お
う

『人生は一本の線』
篠田桃紅／著 幻冬舎
　104 歳にして、今も抽象芸
術家として第一線で活躍する篠
田桃紅さんの画文集です。墨を
用いた絵の美しさと、篠田さん
のシンプルかつ深みのあるメッ
セージが、読む人の心を涼やか
にさせてくれます。

48
歳
か
ら
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
入
門
／

小
さ
な
本
の
大
き
な
世
界
／
ヒ
ラ
リ
ー
・

ク
リ
ン
ト
ン
本
当
の
彼
女
／
江
戸
諸
國

四
十
七
景
／
大
学
生
が
知
っ
て
お
き
た
い

生
活
の
な
か
の
法
律
／
16
歳
か
ら
の
交
渉

力
／
老
後
親
子
破
産
／
図
説
ゼ
ロ
か
ら
わ

か
る
日
本
の
安
全
保
障
／
面
白
く
て
眠
れ

な
く
な
る
植
物
学
／
遺
伝
子
と
ゲ
ノ
ム
／

認
知
症
は
早
期
発
見
で
予
防
で
き
る
／
食

材
の
栄
養
素
を
最
大
限
に
引
き
出
す
便
利

帖
／
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
１
０
０
の
ア
イ
デ

ア
／
千
年
の
命
巨
樹
・
巨
木
を
巡
る
／
民

警
／
こ
れ
な
ら
わ
か
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

歴
史
Ｑ
＆
Ａ
／
色
で
巡
る
日
本
の
世
界
／

子
ど
も
と
楽
し
む
外
遊
び
／
翻
訳
で
き
な

い
世
界
の
こ
と
ば

〈
中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線

量
計
測
定
の
お
知
ら
せ
〉

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼ 

日
時　
７
月
25
日（
月
）〜
29
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼ 

場
所　
三
春
町
役
場
教
育
課

▼ 

問　
教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
１
９

〈
図
書
館
の
古
本
を
差
し
上

げ
ま
す
〉

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
、
古
く
な
っ
た
も
の
を
希

望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

対
象
本
は
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
児
童
書
な
ど
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼ 

場
所　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

※ 

冊
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 
問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
出
前
児
童
館
希
望
者
募
集
〉

　

夏
休
み
中
の
「
地
区
子
ど
も
会
」

な
ど
へ
の
出
前
児
童
館
を
実
施
し

ま
す
。「
工
作
教
室
」「
も
の
づ
く

り
体
験
」「
理
科
実
験
」

　

な
ど
、
様
々
な
内
容
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
日
に
ち
や
内
容
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
６
日
（
水
）

▼ 

費
用　
無
料
（
高
額
経
費
の
場

　

合
、
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

▼ 

問　
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

〈
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
を
助

成
し
ま
す
〉

　

国
保
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
方
に
、
人
間
ド
ッ
ク

助
成
を
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
受
診
経
費
の
半
額

で
最
高
限
度
額
３
万
円
で
す
。
人

間
ド
ッ
ク
受
診
医
療
機
関
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
人
間
ド
ッ
ク
受
診
年
度

内
に
お
い
て
、
町
で
実
施
す
る
健

康
診
査
（
一
般
健
康
診
査
お
よ
び

が
ん
検
診
な
ど
）
受
診
者
は
助
成

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

助
成
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
更
新
の
お
知
ら
せ
〉

　

現
在
、
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
け

る
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者
証
な

ど
は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
お
手
元
に

届
く
よ
う
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
な
方

が
お
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、

７
月
下
旬
ま
で
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
お
使
い
い
た
だ

い
た
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者
証

な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役

場
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
対
象
者

　

昭
和
16
年
８
月
２
日
〜
昭
和
21

年
７
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
対
象
者

　

昭
和
16
年
７
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６
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子
ど
も
・
親
子

健　

康

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書
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〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
〉

　

今
月
は
、
臨
床
心
理
士
の
横
山
美

香
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。
仕
事
や
人

間
関
係
の
悩
み
、
子
育
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門
家

へ
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※ 

臨
床
心
理
士
と
は
、人
間
の「
こ

　

こ
ろ
」
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

　

す
る
心
の
専
門
家
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
22
日
（
金
）

① 

午
前
９
時
30
分

② 

午
前
10
時
30
分

　

そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度

※ 

広
報
み
は
る
４
月
号
で
お
知
ら

　

せ
し
た
日
程
と
変
更
に
な
り
ま

　

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
健
診
結
果
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
〉

　

健
診
を
受
け
た
だ
け
で
満
足
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
を
そ
の
後
の
生
活
に

ど
う
活
か
す
か
が
重
要
で
す
。

　

健
診
項
目
は
ど
ん
な
意
味
が
あ

る
か
、
昨
年
と
比
べ
て
高
く
な
っ

て
い
る
項
目
は
な
い
か
、
何
が
原

因
か
、
な
ど
自
分
の
結
果
を
見
な

が
ら
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

▼ 

開
催
日
・
場
所

▽ 

７
月
４
日（
月
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽ 

８
月
２
日
（
火
）・
岩
江
地
区

　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽ 

８
月
３
日
（
水
）・
沢
石
会
館

▽ 

８
月
４
日（
木
）・
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

時
間　

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

▼ 

内
容　
健
診
結
果
の
見
方
・
検

　

査
項
目
の
意
味
、
病
気
に
な
ら

　

な
い
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
、

　

個
別
相
談
（
当
日
予
約
制
、
１

　

人
15
分
程
度
）
な
ど

▼ 

持
参
物　
健
診
結
果
、
筆
記
用
具

※ 

医
療
機
関
や
勤
め
先
な
ど
で
受

　

け
た
健
診
結
果
を
ご
持
参
い
た

　

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

〈
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
へ
「
健

康
診
査
の
お
知
ら
せ
」〉

　

県
で
は
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
を

対
象
に
「
県
民
健
康
調
査
健
診
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

集
団
健
診
未
受
診
の
方
は
、
指

定
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
施
設

健
診
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
方
で
受
診
を
希
望
す

る
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
次
の
①
～
④
全
て
に

　

該
当
す
る
方

① 

三
春
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

② 

職
場
や
学
校
で
の
健
康
診
査
の

　

機
会
が
な
い
方
（
検
査
項
目
の

　

有
無
に
よ
り
ま
せ
ん
）

③ 

昭
和
52
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

10
年
４
月
１
日
生
れ
の
方

④ 

今
年
５
・
６
月
に
実
施
の
三
春

　

町
の
集
団
健
診
を
受
け
て
い
な

　

い
方

▼ 

申
込
期
限　
７
月
15
日
（
金
）

▼ 
申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日

　

県
の
委
託
機
関
（
公
益
財
団
法

〈
成
人
け
ん
し
ん
を
受
け
ま

し
ょ
う
〉

　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
年
に
１

度
の
成
人
け
ん
し
ん
。
ま
だ
け
ん

し
ん
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
こ

れ
か
ら
実
施
す
る
施
設
け
ん
し
ん

を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

特
定
健
診

▽ 

実
施
期
間　

　

７
月
１
日（
金
）～
11
月
30
日（
水
）

▽ 

対
象
者　
40
歳
以
上
75
歳
未
満

　

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　

い
る
方
で
、
集
団
特
定
健
診
を

　

受
け
て
い
な
い
方

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　
「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま

た
は
「
健
診
受
診
済
証
」、「
特
定

健
診
受
診
券
」、「
保
険
証
」

▽ 

申
込
方
法　
実
施
医
療
機
関
に

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

▽ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日（
金
）～
11
月
30
日（
水
）

▽ 

対
象
者　
40
歳
以
上
の
方
で
、
集

　

団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　
「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま

た
は「
健
診
受
診
済
証
」、「
保
険
証
」

▽ 

申
込
方
法　
希
望
す
る
医
療
機
関

　

に
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
三
春
町
成
人
け
ん
し

　

ん
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

〈
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん

検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
〉

　

対
象
は
、
乳
が
ん
検
診
は
40
歳

以
上
・
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以

上
の
偶
数
年
齢
の
方
（
平
成
29
年

３
月
31
日
時
点
）
で
す
。
２
年
に

１
度
、
お
忘
れ
な
く
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

乳
が
ん
集
団
け
ん
し
ん
（
追
加

　
日
程
決
定
）

▽ 

実
施
日　

　

９
月
29
日
（
木
）・
30
日
（
金
）

① 

午
前
９
時

② 

午
前
10
時

③ 

午
後
１
時
30
分

④ 

午
後
２
時
30
分

▽ 

実
施
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▽ 

申
込
方
法　
完
全
予
約
制
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

負
担
金　
５
０
０
円

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

・
受
診
券
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券

・
受
診
録
（
お
申
し
込
み
後
発
送
）

▼ 
施
設
け
ん
し
ん

▽ 

実
施
期
間　
７
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
31
日
（
土
）

▽ 

実
施
場
所　
指
定
医
療
機
関

▽ 

申
込
方
法　
希
望
す
る
医
療
機

関
に
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

▽ 

負
担
金　
１
、０
０
０
円

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の

　

受
診
券
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券
、

保
険
証

▼ 

そ
の
他　
受
診
券
が
お
手
元
に

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞　保健センター：62-5110　

　

届
か
な
か
っ
た
方
や
、
昨
年
度

　

検
診
を
受
け
な
か
っ
た
方
で
検

　

診
を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。「
受
診
券
」
を
発

　

行
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

人
結
核
予
防
会
）
か
ら
詳
し
い

　

案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０
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健　

康

年　

金

農　

業 〈
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
４
月
分
か
ら
平
成
29

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
、２
６
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促

を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に

納
付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務

の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ

る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相

談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申

　
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民

登
録
を
し
て
い
る
町
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た

日
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
に
な
り

ま
す
。
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い

た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-
８
１
２
６

〈
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検

査
の
実
施
に
つ
い
て
〉

　

県
で
は
、
県
民
の
安
全
・
安
心

と
将
来
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

県
民
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

▽ 

８
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▽ 

８
月
19
日
（
金
）
〜
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　

▽ 

平
成
23
年
３
月
12
日
時
点
で

福
島
県
内
の
市
町
村
に
住
民
票

あ
っ
た
方
、
も
し
く
は
居
住
し

て
い
た
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の

方
か
ら
、
平
成
24
年
４
月
１
日

ま
で
に
出
生
し
た
方

▽ 

検
査
日
実
施
前
日
の
時
点
で
福

島
県
内
の
市
町
村
に
住
民
票
が

あ
る
方
、
ま
た
は
福
島
県
内
の

事
業
所
も
し
く
は
学
校
等
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

※ 

年
齢
や
受
検
回
数
に
よ
る
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

検
査
の
内
容　
体
内
に
あ
る
放

射
性
物
資
を
測
り
、
概
ね
一
生

の
間
に
受
け
る
と
思
わ
れ
る
線

量
を
推
計
す
る
た
め
の
検
査

① 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
体

表
面
汚
染
検
査
（
約
２
分
）

② 

全
身
計
測
装
置
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ

カ
ウ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
検
査

に
よ
る
全
身
検
査
（
約
２
分
）

※ 

検
査
に
お
い
て
放
射
線
を
浴
び

た
り
、
痛
み
を
伴
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼ 

検
査
の
流
れ　
受
付
→
検
査
内

容
の
説
明
→
① 

体
表
面
検
査
→

② 

Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
検
査

▽ 

受
付
か
ら
終
了
ま
で
約
30
分
と

な
り
ま
す
。

▽ 

４
歳
未
満
で
椅
子
に
座
っ
た
姿

勢
が
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
受

検
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
①
の

検
査
は
省
略
し
、
原
則
お
む
つ

ま
た
は
パ
ン
ツ
の
み
で
②
を
行

い
ま
す
。

▼ 

検
査
結
果　
検
査
結
果
は
後
日

　

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
８
月
８
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
農
薬
の
適
正
使
用
の
お
願
い
〉

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
農
薬
、
作
物
に
残
留
農
薬
の
基
準

が
定
め
ら
れ
、
法
律
で
農
産
物
・
食

品
の
流
通
が
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
産
物
生
産
者
が
農
薬
を
厳

し
く
管
理
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
家
庭
菜
園
で
も
農
薬
の
使
用
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

作
物
の
残
留
農
薬
の
基
準
値
が
超

え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
畑
の
作

物
が
す
べ
て
出
荷
で
き
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
農
薬
の
使
用
は
隣

近
所
の
畑
の
生
産
者
と
話
し
合
い
適

正
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
、
保
育
所
、
病
院
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
内
の
植
物
、

街
路
樹
な
ら
び
に
住
宅
地
に
接
す
る

農
地
、
森
林
等
に
お
い
て
農
薬
を
使

用
す
る
と
き
は
、
農
薬
の
飛
散
を
原

因
と
す
る
住
民
・
子
ど
も
な
ど
の
健

康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
飛
散
防

止
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

農
薬
使
用
時
の
基
本
的
な
留
意
点

▽ 

農
薬
の
商
品
ラ
ベ
ル
等
を
十
分

　

確
認
、
農
薬
使
用
基
準
を
守
る

▽ 

農
薬
散
布
器
具
の
洗
浄
を
徹
底

　

す
る

▽ 

農
薬
の
使
用
記
録
を
行
う

▽ 

農
薬
飛
散
の
防
止
の
た
め
、
近

　

隣
生
産
者
と
情
報
交
換
を
行
う

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２
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〈
平
成
28
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新（
除
染
）後
の
牧
草
地
、

も
し
く
は
、
新
た
に
播
種
し
た
牧

草
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
収

穫
物
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
い
、

利
用
の
可
否
を
判
断
後
、
牛
に
給

与
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
野
草
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

６
月
22
日
現
在
の
三
春
町
に
お

け
る
利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　
　

  

県
中
農
林
事
務
所 

田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

収穫方法

種類 イネ科飼料作物
（麦類、イタリアンライグラスなど）

利用の可否

単年生飼料作物

－

永年生牧草
（オーチャードグラ
ス、チモシーなど）

イネ科長大作物
（飼料用トウモロコシ、ソルゴーなど）

青刈、サイレー
ジ・乾草利用 青刈利用 サイレージ

乾草利用

検査必要
※注1 利用可能 利用可能 検査必要

※注2

※注１：農家ごとに検査を実施し、利用の可否を判断。
　平成 24 ～ 27 年度に利用可能となった牧草地は、検査不要。
※注２：地域ごとに検査を実施し、利用の可否を判断。

〈
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限
を

延
長
し
ま
す
〉

　

現
在
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の

実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
低
年
金
受
給
の

高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
に
は
４
月
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
へ
提
出
、
ま
た
は
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
申
請
期
限
を
７
月
19
日

か
ら
、
８
月
19
日
ま
で
延
長
し
ま

す
の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
給

付
金
の
支
給
な
ど
の
各
種
手
続
の

た
め
に
、
手
数
料
の
振
込
み
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
給
付

金
を
口
実
と
し
た
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
７
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で

す
。
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融

機
関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

郡
山
信
用
金
庫
各
本
支
店
、
郵
便

局
、
東
北
労
働
金
庫
郡
山
支
店
、

郡
山
東
支
店

◎ 

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 
施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞　産業課：62-3300　企業局：62-2666

広　
告　
欄

広 告 欄



29

農　

業

暮
ら
し

募　

集

〈
第
２
次
三
春
町
国
土
利
用

計
画
（
素
案
）
に
対
す
る
意

見
募
集
〉

　

町
で
は
町
土
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
土
地
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、

「
第
２
次
三
春
町
国
土
利
用
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

第
２
次
国
土
利
用
計
画
（
素
案
）

は
、
７
月
１
日
～
15
日
ま
で
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
役
場
３
階
建

設
課
で
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で
（
土
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）
供

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額

に
な
り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の

３
か
月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、

駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費

な
ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
か
い
や

　

ま
団
地
に
つ
い
て
は
、
単
身
者

　

で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　

15
万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
62
‐
２
１
１
３

▼ 

受
付
期
間　

　

７
月
７
日
（
木
）
～
14
日
（
木
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

期
間
中
に
申
込
が
な
か
っ
た
住

戸
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
28
年
８
月

団地名等

中耐
４階建

構造 備考建築年

駅南ヶ丘団地

八島台５丁目
１番地の３

S55年
無

3戸 ※1

駐車場 募集戸数家賃
14,500円〜

28,600円3DK

間取り

S57年 1戸 1階
（106号）

15,000円～
29,500円

◇公営住宅

※１　１階（111 号）、3 階（312 号）、4 階（412 号）

〈
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
〉

　

福
島
県
内
各
地
で
相
次
い
で
ク

マ
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
街
地

に
出
没
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
例
年

以
上
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ク
マ
が
活
発
に
行
動
す
る
早
朝
や

夕
暮
れ
時
に
、
林
縁
部
や
川
沿
い
な

ど
で
作
業
を
さ
れ
る
際
は
、
十
分
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
糞

や
足
跡
を
確
認
し
た
と
き
は
速
や
か

に
引
き
返
し
、
三
春
町
役
場
も
し
く

は
田
村
警
察
署
へ
速
や
か
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　
　

  

田
村
警
察
署

　
　
　

 

☎
62-

２
１
２
１
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覧
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
三
春
町
国
土
利
用
計
画（
素

案
）に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
、メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、

建
設
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

〈
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す
〉

　

本
年
７
月
31
日
現
在
で
、
常
用

労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、「
毎

月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労
働
時

間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
大
切
な
調
査

で
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
調
査

区
内
の
調
査
対
象
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
統
計
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
御
理
解
と
御
回
答
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
統
計
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
５

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞　総務課（代表）：61-1110　

〈
花
火
・
火
遊
び
に
よ
る
火
災

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〉

　

花
火
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▽ 

広
く
て
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

▽ 

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

▽ 

子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
な
い

▽ 

説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事

　

項
を
必
ず
守
る

　

ま
た
、
こ
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

▽ 

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど
も

　

の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

▽ 

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
き
ち
ん
と

　

教
え
る

▼ 

問　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

〈
法
蔵
寺
蓮
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
〉

　

７
月
１
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

の
期
間
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

投
句
会　
期
間
中
投
句
箱
を
用

　

意
し
ま
す
。

▼ 

写
経
会　
希
望
す
る
場
合
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

観
蓮
会

▽ 

日
時　
７
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
６
時
～
９
時

▽ 

内
容　
早
期
大
茶
会
、
花
架
拳

　

の
舞
、
象
鼻
杯
な
ど

▼ 

ソ
バ
打
ち
教
室
・
無
料
試
食
会

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
法
蔵
寺

　
　
　

 

☎
62-

２
６
３
７

〈
田
村
広
域
行
政
組
合
職
員
を

募
集
し
ま
す
〉

　

平
成
29
年
度
田
村
広
域
行
政
組

合
職
員
採
用
候
補
者
試
験
（
高
校

卒
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

一
般
事
務　

１
名

▼ 

受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼ 

第
１
次
試
験（
９
月
18
日（
日
））

　

教
養
試
験
（
筆
記
試
験
）

　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

▼ 

第
２
次
試
験
（
11
月
予
定
）

　

小
論
文
、
面
接
等

　

田
村
広
域
行
政
組
合
事
務
所

▼ 

受
付
期
間

　

７
月
13
日（
水
）～
８
月
12
日（
金
）

※ 

郵
送
に
よ
る
申
込
書
提
出
は
、

　

８
月
10
日
（
水
）
ま
で
の
消
印

　

の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼ 
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
組
合
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
組
合
事
務
所
で

お
渡
し
す
る
ほ
か
、
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
田
村
広
域
行
政
組

　

合
総
務
課
（
三
春
町
大
字
熊
耳

　

字
下
荒
井
１
７
６
番
地
１
）

　

☎
62-

２
０
３
８

〈
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
保
園
ト

ピ
ッ
ク
ス
「
こ
ど
も
夏
祭
り
」
開
催
〉

　

毎
年
恒
例
の
こ
ど
も
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
縁
日
・
美

味
し
い
屋
台
・
打
ち
上
げ
花
火
、

「
三
春
盆
踊
り
」
も
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
７
月
９
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

※ 

屋
台
、
縁
日
は
有
料
で
す
。

▼ 

場
所　
三
春
幼
保
園

▼ 
問　
三
春
幼
保
園

　
　
　

 

☎
62-

２
５
４
８

〈
平
成
28
年
度
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
〉

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生(男子)

自衛官候補生(女子)

7月1日（金）
～9月8日（木）

【1次】9月22日（木）
【1次】9月16日（金）・17日（土）
のいずれか１日

受付時にお知らせ
9月23日（金）～27日（火）
のいずれか１日

高卒（見込含）21歳未満の者

18歳以上27歳未満の者

募集種目 受付期間 試験期日応募資格

7月1日（金）
～9月8日（木）

年間を通して募集

▼ 

問　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

◆ 募集内容

〈
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
の
お
知
ら
せ
〉

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
中

小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外

部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▽ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

▽ 

掛
金
は
全
額
非
課
税

▽ 

社
外
積
立
型
で
管
理
が
簡
単

▽ 

パ
ー
ト
さ
ん
の
加
入
も
Ｏ
Ｋ

▼ 

問　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
本
部

　

☎
０
３-

６
９
０
７-

１
２
３
４
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞　総務課（代表）：61-1110　

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集していま
す。掲載要件などがありますので、お問い合わせくだ
さい。町ホームページにも詳細を掲載しています。
▶ 広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠　　　　２万円 ※連続 12 回　20 万円
▷ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12 回　10 万円
▶ 申込・問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★

〈
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
教
育
相
談
を

開
催
し
ま
す
〉

　

福
島
県
立
盲
学
校
で
は
、
疾
病

な
ど
に
よ
る
視
機
能
低
下
（
著
し

い
視
力
低
下
や
視
野
狭
窄
、
視
野

欠
損
等
）
で
、
進
学
や
就
労
で
お

困
り
の
方
の
教
育
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
毎
月
第
２
・
４
週
の
月
～

　

金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

〈
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
〉

　

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
職
員

採
用
候
補
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 
受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼ 

募
集
人
数　
19
名
程
度

▼ 

受
付
期
間　
７
月
22
日
（
金
）

　

〜
８
月
31
日
（
水
）

※ 

郵
便
に
よ
る
受
験
申
込
は
、
受

　

付
最
終
日
の
消
印
の
あ
る
も
の

　

ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼ 

第
一
次
試
験　
９
月
25
日（
日
）

▼ 

会
場　
郡
山
地
方
広
域
消
防
組

　

合
消
防
本
部

　

申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
、
基
幹
分
署
、
分
署
、
分
遣
所
、

救
急
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
郡
山
地
方
広
域
消

　

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
人
事
教

　

養
係（
郡
山
市
堂
前
町
５
番
16
号
）

　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
７
０
８

〈
ひ
き
こ
も
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ
〉

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼ 

講
話
「
ひ
き
こ
も
り
と
ど
う
向

　
き
合
う
か
～
関
わ
り
方
の
ヒ
ン

　
ト
～
（
仮
題
）」

▽ 

講
師　

福
島
大
学
学
生
総
合
相

　

談
室 

臨
床
心
理
士 

佐
藤
則
行

▼ 

発
表
「
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
と
支

　
援
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
仮
題
）」

▽ 

発
表
者　
当
事
者
、
支
援
者

▽ 

対
象
者　

本
人
、
家
族
、
支
援

　

関
係
者
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

▽ 

日
時　
８
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽ 

会
場　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設

▽ 

参
加
費　
無
料
（
事
前
申
込
要
）

▼ 

問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
１

〈
第
66
回
福
島
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
〉

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し
み

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
66

回
福
島
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

募
集
作
品　
観
察
記
録
や
既
存

　

デ
ー
タ
な
ど
を
手
描
き
ま
た
は
パ

　

ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

▼ 

テ
ー
マ　
自
由

▼ 

規
格　
72
・
８
ｃ
ｍ
×
51
・
５

　

ｃ
ｍ
（
Ｂ
２
判
）

▼ 

応
募
資
格　
小
学
生
以
上

▼ 

応
募
期
限　
９
月
５
日
（
月
）
必
着

※ 

小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

〒
９
６
０-

８
０
４
３
（
住
所

　

記
載
不
要
）

　

福
島
県
企
画
調
整
部 

統
計
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
３

▼ 

対
象　
原
則
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
も
可
）

▼ 

問　
福
島
県
立
盲
学
校

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

２
５
７
４

〈
バ
ス
車
内
事
故
防
止
に
つ

い
て
の
お
願
い
〉

　

た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車

内
で
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

問　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

福
島
県
バ
ス
協
会

　

☎
０
２
４-

５
４
６-

１
４
７
８

〈
県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
〉

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学

で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
、
質

問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

の
調
査
で
未
提
出
の
方
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
は
、
福

島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学
県

民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」

(http://fukushim
a-m

im
am

ori.
jp/pregnant-survey/)

に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

平
成
28
年
度
調
査

▽ 

調
査
時
期　
平
成
28
年
11
月
頃

▽ 

対
象
者　

① 

平
成
27
年
８
月
１

　

日
か
ら
平
成
28
年
７
月
31
日
ま

　

で
に
福
島
県
内
の
市
町
村
か
ら

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た

　

方
／
② 

①
の
期
間
に
福
島
県
外

　

で
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

　

た
方
で
、
福
島
県
で
里
帰
り
出

　

産
さ
れ
た
方

　

対
象
の
①
の
方
に
は
調
査
票
を

お
送
り
し
ま
す
。
②
の
方
は
産
科

医
療
機
関
に
調
査
票
の
配
布
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

※ 

調
査
な
ど
詳
し
い
内
容
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
問　
福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線

　

医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-
５
４
９-

５
１
８
０
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平
成

2
8

年
7

月
１

日
発

行
毎

月
１

日
１

回
発

行
広

報
み

は
る

2016.7
№

1040

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 22 ページに掲載しています。7 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
～
12
時
）

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

【行政相談】7 月 12 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】7 月 12 日（火）午前 10 時～午後 3 時
（10 時～ 12 時弁護士同席）／三春町役場

　／人権擁護委員
【心配ごと相談】7 月 5・12・19・26 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】7 月 7 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,836 人（-12）う
ち男性 8,215 人（4）・女性 8,621 人（-16）／世帯数 5,604 世

帯（12）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 28 年 6 月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売しています。

今月のバス運休日：3・10・17・18・24・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。
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町営バス運休カレンダー（７月）

日 月 火 水 木 金 土

28

23

25 30
31

24

休日当番医 平日夜間は 、田村地方夜間診療所 田村市船引町船引字源次郎 68-2
診療時間 19:00～21:30 ☎81-2233

土曜・休日の夜間は、郡山市夜間急病センター　☎024-934-5656

詳しくは田村医師会（http://www1.tma.or.jp/）

9：00～18：00

かみや内科クリニック
（小野町 ☎72-3212）
南東北病院大越診療所

（田村市 ☎79-2121）
春山医院

（☎62-3239）
石塚医院

（☎小野町 72-2161） 医師

医師医師 医師 医師

医師医師 医師医師

医師医師 医師医師

休 診
島貫整形外科せんざき医院

白岩医院

大方病院

東部台こどもクリニック

都路診療所のざわ内科クリニック 休 診
橋本医院

石塚医院

医師

春山医院

三春病院

まつざき内科胃腸科クリニック
医師

医師

船引クリニック 秋元医院 休 診
南東北大越診療所かみや内科クリニック雷クリニック 休 診

１ ２
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医師
26

20 21

医師 医師
かとうの内科クリニック大久保クリニック27 28

22 23
24 25

日 月 火 水 木 金 土
（事前に☎相談ください）

夜間・休日のお医者さん ７月

31 まつざき内科胃腸科クリニック
（田村市 ☎77-2870）

休 診30

まつえ整形外科
（☎田村市 81-1222）

医師
石川医院29
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8 月 1 日（月）　固定資産税 第 2 期　国民健康保険税 第 1 期　介護保険料 第 1 期納  期  限

おはなし「あのね」の日(10時45分～11時・子育て支援センター）

ミニシアター（10時・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション)

第24回参議院議員通常選挙投票日（7時～20時・町内）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

健康づくり男の料理教室（10時・保健センター）

夏季企画展（～8月28日・9時～16時30分・歴史民俗資料館）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション)

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

1（金）

2（土）

5（火）

8（金）

　10（日）

　

　12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

16（土）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

30（土）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

献血車来町（9時30分～16時30分・町内）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時15分受付・保健センター）　

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

こころの健康相談会（9時30分／10時・保健センター）

草木染教室（9時30分～12時・自然観察ステーション)

町営貝山プールオープン（～8月24日・町営貝山プール）

理科クラブ(9時集合・中央児童館)

図書館古本配布（～24日・10時～18時・町民図書館）

さくら湖自然教室2016（8時～11時30分・三春ダム管理所／さくら湖周辺）

中学校卒業生のOSL線量計測定（～29日・9時～17時・三春町役場）

すいかわり・種飛ばし大会（14時・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

第20回子ども夏まつり（12時20分・三春交流館「まほら」）
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◎ イジメから　救う一声　自分から（鈴木綾乃・三春中学校 2 年）
※平成 27 年度青少年健全育成標語入選作品


